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古紙配合率１００％再生紙を使用しています

◆主な記事◆
◎科学館の催し ……………………… １面

◎区立小中学校第一次適正配置計画

　たたき台 …………………………… ２面

●英語版広報「Hello! SUGINAMI」を８面に
掲載しています。

　
 

３
月　

日
�
�
午
前　

時

２１

１０

〜
正
午
�
午
後
０
時　

分
〜
２

３０

時　

分
�
午
後
３
時
〜
５
時 

３０
区
内
在
住
・
在
学
の
小
学
三
年

生
〜
中
学
生
の
方 

各
一
六
名

（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ

キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）
に
希

望
回
と
学
校
名
・
学
年
も
書
い

て
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２１

に
科
学
館
へ

�
天
文
の
夕
べ　

観
望
会 

オ
リ
オ
ン
星
雲

　
 

２
月　

日
�
午
後
６
時
〜

１０

時

対

定

費

申

時

科学の科学の 面  白 さを一人でも多くの方にさを一人でも多くの方に
おも しろ

科学館では、「科学する心を育てる、み
んなの施設」を目指しています。
皆さんのご利用を、お待ちしています。

――問い合わせは下記へ。

▲プラネタリウムのドームが目印▲プラネタリウムのドームが目印

ス
・
ウ
イ
ー
ク
（
学
校
休
業
期

間
）、
天
文
の
夕
べ
（
月
一
回
）、

区
民
科
学
教
室
・
科
学
講
座

◇
ロ
ボ
ッ
ト
杉
並　
２１

　

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
、
ロ

ボ
ッ
ト
教
室
や
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
の
開
催

常
設
展
示

　

「
小
柴
昌
俊
博
士
と
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
天
文
学
」（
左
写
真
）
で

小
柴
博
士
の
生
い
立
ち
な
ど
を

紹
介
す
る
ほ
か
、
ビ
デ
オ
シ
ア

タ
ー
で
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
観
測
装

置
の
映
像
を
上
映
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
物
や
岩
石
・
鉱
物

の
標
本
、総
合
気
象
観
測
装
置
、

地
震
観
測
装
置
、
科
学
創
意
工

夫
展
優
秀
作
品
の
展
示
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

区
立
学
校
に
お
け
る
理
科
教

育
の
振
興
と
充
実
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
昭
和　

年
４
月
に

４４

開
設
さ
れ
、
平
成　

年
、
世
代

１４

を
問
わ
ず
科
学
す
る
心
を
育
て

る
生
涯
学
習
施
設
と
し
て
、
名

称
を
科
学
館
に
改
め
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
に
は
初
の
公
募
に

よ
り
渡
邊
昇
館
長
が
就
任
し
ま

し
た
。

　

今
後
の
新
た
な
科
学
館
基
本

構
想
策
定
に
向
け
て
、
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

主
な
事
業

◇
児
童
・
生
徒
の
た
め
の
事
業

　

理
科
移
動
教
室
・
科
学
教
室
、

科
学
創
意
工
夫
展
の
開
催

◇
教
員
の
た
め
の
事
業

　

実
技
研
修
、
調
査
研
究

◇
区
民
の
た
め
の
事
業

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
映
や
科

学
実
験
な
ど
を
行
う
サ
イ
エ
ン

▲試合をします

区役所いつでも
電話サービス
２月２０日（ 月 ）

午前９時に開始！
　朝７時から夜１１時まで、年中無
休の便利な案内サービスが始まり
ます。
　「住民票はどこで取れるの？」　
「ごみの分別の仕方はどうするの
？」など区のサービスや手続きの
仕方など、ちょっとしたお問い合
わせに専門のオペレーターが親切
丁寧にお答えします。
　詳細は、「広報すぎなみ」２月２１
日号でお知らせします。

 区政相談課コールセンター
 開設準備担当　　　　　
問

【バス】JR中央線・東京メトロ丸ノ内線荻窪駅北口４番バス乗り場
から「下井草駅行」で「中瀬中学校」下車、徒歩３分。西武新宿線
下井草駅から「荻窪駅行」バスで「中瀬中学校」下車、徒歩３分
【徒歩】荻窪駅から２０分、井荻駅・下井草駅から１５分

８
時
（
５
時　

分
開
場
） 

区

３０

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小
学

四
年
生
以
上
の
方
（
小
・
中
学

生
は
保
護
者
同
伴
） 

無
料 

当
日
、直
接
会
場
へ 

�
雨
天
・

曇
天
の
場
合
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
で
「
天
文
の
話
」
を
し
ま

す
�
暖
か
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い

小
学
校
理
科
研
究
発
表
会 

・
科
学
教
室
閉
室
式
と 

科
学
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

　
 

２
月　

日
�
午
後
１
時　

１８

３０

分
〜
４
時 

区
内
在
住
・
在
勤
・

対

費

申

他

時

対

在
学
の
方 

二
二
〇
名 

無
料

 

当
日
、
直
接
会
場
へ　
　

�
区
民
科
学
教
室 

音
の
科
学
―
楽
器
を
つ
く

っ
て
み
よ
う

　
 

３
月
４
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
４
時 

科
学
館
長
・
渡
邊

昇 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
小
学
四
年
生
以
上
の
方 

四

〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

往
復

ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）

に
学
生
の
方
は
学
年
も
書
い

て
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１４

に
科
学
館
へ　 定

費

申
時

師

対

定

費

申

こ
れ
か
ら
の

こ
れ
か
ら
の

催
し
催
し

【場所・問い合わせ】
〒１６７‐００３３ 
清水３‐３‐１３
�３３９６‐４３９１
【開館時間】
午前９時～午後５時
【休館日】
毎週日曜日・祝日、
１２月２８日～１月４日

科学館

　

区
役
所
に
は
一
日
約
四
〇
〇
〇
件
の

電
話
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

そ
の
多
く
は
「
住
民
票
を
取
る
に
は
何

が
必
要
か
」
と
か
「
杉
並
区
に
転
入
す

る
が
子
ど
も
の
入
学
手
続
き
は
」
と
い

っ
た
軽
易
な
問
い
合
わ
せ
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
一
方
、
皆
さ
ん
の
中

に
は
、「
印
鑑
証
明
の
発
行
手
続
き
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
」
と
す
ぐ
に
区
に
問

い
合
わ
せ
た
い
け
れ
ど
、
夜
間
や
日
曜

日
で
あ
き
ら
め
た
と
い
う
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
区
で
は
、
民
間
に
普
及
し
て

き
て
い
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
な
ら
っ

て
、
そ
う
し
た
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し

た
お
問
い
合
わ
せ
に
お
答
え
す
る
「
区

役
所
い
つ
で
も
電
話
サ
ー
ビ
ス
」
を
、

２
月　

日
�
か
ら
開
始
す
る
こ
と
に
し

２０

ま
し
た
。
こ
れ
は
年
中
無
休
の
朝
７
時

か
ら
夜　

時
ま
で
、
お
電
話
で
「
＃
８

１１

８
０
０
（
シ
ャ
ー
プ
・
ハ
チ
ハ
チ
ゼ
ロ

ゼ
ロ
）」
に
か
け
れ
ば
、
専
門
の
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
が
親
切
丁
寧
に
皆
さ
ん
の
お
問

い
合
わ
せ
に
、
で
き
る
だ
け
そ
の
場
で

お
答
え
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
場
で
ど

う
し
て
も
お
答
え
で
き
な
い
よ
う
な
内

容
の
場
合
は
、
勤
務
時
間
内
で
あ
れ
ば

す
ぐ
、
時
間
外
で
あ
れ
ば
後
日
、
区
の

担
当
者
が
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
区
役
所
の　

時
間
３
６

２４

５
日
化
が
進
み
、
区
民
の
皆
さ
ん
へ
の

サ
ー
ビ
ス
が
一
層
充
実
す
る
だ
け
で
な

く
、
職
員
の
区
民
か
ら
の
電
話
対
応
の

仕
事
が
大
幅
に
縮
減
さ
れ
て
、
窓
口
対

応
や
専
門
的
な
仕
事
に
職
員
の
力
を
振

り
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
電
話
対
応
時
間
の
効
率
化
が

職
員
数
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
、
よ
り

ス
リ
ム
な
区
役
所
づ
く
り
が
進
む
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。

　

杉
並
区
は
こ
れ
ま
で
「
小
さ
な
区
役

所
で
五
つ
星
の
サ
ー
ビ
ス
を
」
を
合
言

葉
に
、
一
〇
年
間
で
職
員
一
〇
〇
〇
人

削
減
を
柱
と
し
た
行
革
計
画
を
進
め
、

私
が
区
長
に
就
任
し
て
七
年
間
で
、
区

民
の
皆
さ
ん
や
職
員
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
七
〇
〇
名
以
上
の
定
数

削
減
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
と
も
そ
の
成
果
を
財
政
再
建

と
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
つ
で
も
電
話
サ
ー
ビ
ス

杉
並
区
長

科科 学学 館館

科
学
館
と
は

館館

�
ロ
ボ
ッ
ト
杉
並　
 ２１

ロ
ボ
ッ
ト
サ
ッ
カ
ー 

体
験
会
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三
件
（
個
人
三
〇
件
、
団
体
三

件
）
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
区

の
考
え
方
と
と
も
に
学
校
適
正

配
置
計
画
第
三
者
委
員
会
（
委

員
長
＝
三
好
達
・
元
最
高
裁
判

所
長
官
）
で
審
議
さ
れ
、　

年
１７

　

月　

日
に
区
教
育
委
員
会
へ

１２

２６

提
言
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
基
に
区
立
小
中
学

校
第
一
次
適
正
配
置
計
画
を
策

定
す
る
予
定
で
す
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
と
区
の

考
え
方
、
第
三
者
委
員
会
の
意

見
・
提
言
は
、
次
の
場
所
で
ご

覧
に
な
れ
る
ほ
か
、
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

◇
閲
覧
場
所

　

教
育
委
員
会
事
務
局
庶
務
課

（
区
役
所
東
棟
六
階
）、区
政
資

料
室
（
区
役
所
西
棟
二
階
）、
区

民
事
務
所
・
分
室
、
駅
前
事
務

所
、
図
書
館

　
 

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校

適
正
配
置
担
当

問

●
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
●

〈表１　いただいた主なご意見と区の考え方〉
区　の　考　え　方主　な　ご　意　見

学校をある程度の規模（適正規模）にすることによ
り、一定数の教員を確保し、児童・生徒が互いに切磋
琢磨（せっさたくま）し、健全な競争意識をもたせる
ことは、今後の社会を生き抜く子どもたちのために
必要なことと考えます。

『統合の是非』
学校の適正配置は通学距離や通学の安全性から考えるべきで、
適正規模とすることが教育効果を高められるか疑問である。
学校統合は、教育内容の改善充実、区の資産の有効活用の点か
ら遅きに失した感がある。

両校ともに長所がありますが、最終的には児童の居
住分布から杉並第五小の位置が統合後の通学区域内
の合理的な位置にあると判断しました。

『新しい学校の位置』
杉並第五小より若杉小の方が校地が広く形も良い。

交通量の多い道路を通らない通学路を指定します。
指定する際には、実地に点検を行います。

『通学の安全対策』
通学路の安全性を確保してほしい。

児童、保護者、教職員に心身障害学級の設置の意義を
理解していただくよう努めます。交流を深め、自然な
形で新しい学校に溶け込めるように取り組みます。

『心身障害学級児童への配慮』
若杉小には心身障害学級があり、統合前に杉並第五小の児童と
の交流が必要である。

学校の統合は、今よりも良い学校づくりのために行
うものです。両校の良さをさらにいかすための教育
方針などを、統合前に協議して決めていきます。

『新しい学校づくり』
小規模校の良さを新しい学校でいかしてほしい。

〈表２　第三者委員会の意見・提言の概要〉
『統合の是非』
教育効果の面から考えて、学校が一定の規模を維持することは望ましい。近接し、小規模化が進む両校にとって、改築
時期をとらえて統合することはお互いに必要性がある。統合によってこの地域の子どもたちにより良い教育環境を
整えようとする考え方は相当である。また、教育は、個々の児童の個性などに着眼して行われるべきであり、統合後も
小規模校（少人数教育）の良さをいかした教育を行う具体策が策定されるべきである。
『新しい学校の位置』
杉並第五小の位置は、統合後の多くの児童にとって通学距離の面で通いやすいものとなり、小学校の立地として理に
かなったものであり、基本方針に定める合理的な位置にも合致する。一般的には広い方に新設校を設置することは相
当ではあるが、現時点で両校の敷地に同じ規模の校舎を建設する場合、確保できる運動場の面積や形状は甲乙つけが
たく、敷地面積の差異は重要ではあるが、決定的な要素ではない。
また、通学区域および適正規模を維持するため、統合対象校以外の隣接校との間で通学区域を変更する措置は、机上
では困難はないとはいえ、統合対象校以外の通学区域変更にまで波及することは、でき得る限り避けるべきとの考え
は妥当と考える。これらを総合すると、当委員会としては杉並第五小の敷地を新設校の敷地とする「たたき台」の考え
方は、相当であると判断する。
『通学の安全対策』 
杉並第五小校地に新校舎を建設する場合、校門の位置を工夫し、また、より安全な道路を通学路として指定すること
としていることから、杉並第五小校地とした場合のデメリットは、ある程度解消できるといえよう。
『心身障害学級児童への配慮』
障害をもつ児童の中には、統合により環境が変わることが負担となることもあり、そのデメリットは否定できない。
新しい環境になじみにくい児童に対しては、これまで担当してきた職員が継続して担当するような措置が望ましい。
特に統合前後は、保護者の不安は強く、この点を解消する具体的な対策を示す必要がある。
『当委員会から区への提言』
今後、統合を進めるにあたり、区民意見を十分入れて進めること、跡地利用については、地域住民などの意向に配慮す
ること、統合前および統合後の児童への影響に十分配慮すること、通学の安全対策と心身障害学級への対応について
万全を期することを区に提言する。

　

区
教
育
委
員
会
は
、「
区
立
小

中
学
校
第
一
次
適
正
配
置
計
画

策
定
の
た
め
の
た
た
き
台
（
学

校
の
統
合
―
小
学
校
―
）」で
杉

並
第
五
小
学
校
と
若
杉
小
学
校

の
統
合
計
画
案
を
公
表
し
、「
広

報
す
ぎ
な
み
」　

年
３
月
１
日

１７

号
で
区
民
意
見
提
出
手
続
き
に

基
づ
き
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

伺
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
三

〈表１　認証保育所〉
定員電話番号住　　　　所施　設　名
２９名３３３８‐９６３４高円寺北２‐４１‐６マリア保育園※１
２４名３３１３‐８４０１梅里１‐２‐１５梅里保育園※１
１５名３３９８‐００８５天沼３‐２３‐２３カーミリア荻窪１０６保育室コアラハウス※２
３０名５３３５‐５６６７阿佐谷南３‐１‐２１徳和ビル２階ＭＯＭＯの家※３
３０名３３９３‐１９８８上荻１‐１８‐７オギヨンビル１・２階ピノキオ幼児舎荻窪園※３
３０名３３２７‐１９５１永福１‐３９‐２４水本ビル２階キッズプラザアスク永福園※３
４５名５３１１‐３２５５桃井３‐７‐３プロムナード荻窪１階コンビプラザ桃井保育園※３
１１名３３０３‐２２９５浜田山１‐２３‐１４新美コーポ�こぶし保育室※２

３０名０４６６‐２９ ‐５５６１上井草１‐２９‐１６
パレスアンダンテ１階

にじいろ保育園サクセス杉並
※３・４
（注）※１＝産休明け～３歳未満まで。※２＝産休明け～２歳未満まで。※３＝産休明け～就学前まで。
　　　※４＝４月に新規開設予定です。電話番号は運営事業者�サクセスアカデミーのものです。

〈表２　家庭福祉員〉
定員電話番号住　　　　　所氏　名
５名３３３３‐８８５１西荻南３‐１‐１２相原　幸枝
３名３３３４‐０８７１久我山３‐３７‐２石井　美枝子
５名３３９６‐４３０９今川３‐１５‐１２上田　和子
３名３３０１‐２４９８上井草１‐３３‐６メゾン・ド・芝１０２小澤　かおる
３名３３２１‐８４１６和泉３‐１‐６羽鳥　法江
５名５３７８‐１２０７高円寺南３‐４８‐１４メゾンムラオカ１０１村岡　幸江
５名５３８２‐８３３７下井草３‐３４‐１３下井草グリーンハイツ１０１大和　君江
３名５９３０‐０９７２荻窪１‐１‐３１若山　信子

※生後６週間～３歳未満まで。

◇認証保育所（表１）
　都の定める基準を満たし、都から認証を受けた
民間保育施設です。
◇家庭福祉員（表２）
　保育士資格などをもつ家庭福祉員が、その自宅

で保育します。
◇グループ保育室（表３）
　保育士資格などをもつ区民の保育者グループが
運営する保育施設です。
　 ・ 直接、各施設へ（各表参照）申 問

　

品
川
区
や
練
馬
区
で
区
役

所
職
員
を
名
乗
り
、
電
話
で

「
国
民
健
康
保
険
証
の
記
載

内
容
に
間
違
い
が
あ
る
の
で

区
役
所
以
外
の
住
所
に
保
険

証
を
送
っ
て
ほ
し
い
」、「
フ

ァ
ク
ス
で
保
険
証
の
写
し
を

送
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
不

正
に
保
険
証
を
取
得
し
よ
う

と
す
る
事
例
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

区
役
所
国
保
年
金
課
の
職

員
が
、
土
曜
・
日
曜
日
な
ど

の
閉
庁
日
に
電
話
で
保
険
証

の
送
付
を
依
頼
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
電
話
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
国
保
年
金
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
 

国
保
年
金
課　

問

認証保育所・家庭福祉員・グループ保育室
４月からの保育を受付中４月からの保育を受付中

　 保護者と直接契約。預かる子どもは生後６週間以上３歳未満の乳幼児
�対象地域＝自宅が阿佐谷北、阿佐谷南、天沼、梅里、大宮、上荻、上高
井戸、高円寺北、高円寺南、下高井戸、松庵、清水、善福寺、高井戸西、
高井戸東、成田東、西荻北、浜田山、方南、堀ノ内、本天沼、松ノ木、南
荻窪、宮前、桃井、和田のいずれかにある方�資格など＝次の�～�すべ
てを満たす方�心身健康で、現在小学校就学前の子どもがいない�家庭環境
が健全であり、子どもの保育に専念できる�４月１日現在、満２５歳以上満
６０歳未満�９．９㎡（６畳）以上で採光と換気に優れた保育専用の部屋が自宅
にある（マンションなどの耐火構造の建物で、避難設備と避難経路が確保
されている場合に限り、２階以上の部屋での保育も可）�保育士・教員・
助産師・保健師・看護師のいずれかの資格をもつ�保育時間＝日曜日・祝
日を除く毎日、午前８時３０分～午後５時（時間外保育あり）�保育定員＝
１階で保育する場合は３人以内、２階で保育する場合は２人以内�報酬など
＝保護者からの保育料（１人月額２万３０００円以内）のほか、区からの補助
（０歳児１人につき月額６万５０００円、施設共済費など）があります １名 
資格証明書の写しと、市販の履歴書に必要事項・志望動機、裏面に保育専
用室の見取り図（広さ・階数と避難経路も明記）を書いて、２月２８日（必
着）までに保育課指導係（区役所東棟３階）へ郵送または持参。応募書類
は返却しません※書類選考のうえ、面接該当者には通知します 同係

内

定 申

問

★家庭福祉員を募集します

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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〈表３　グループ保育室〉
定員電話番号住　　　所施　設　名
１５名３３９９‐５１８８桃井１‐３５‐２・２階桃井グループ保育室
１８名３３１６‐５０４１高円寺南２‐３２‐５高円寺グループ保育室

※生後６週間～３歳未満まで。

区内には、認可保育園のほかに次の保育施設があります。お預かりできるお子さんの年齢・保育時間
は、施設により異なります。各施設と十分に話し合い、契約書をよく読んで申し込んでください。

区
立
小
中
学
校

第
一
次
適
正
配
置
計
画
た
た
き
台

（
学
校
の
統
合
―
小
学
校
―
）



�������●３ 平成１８（２００６）年�月�日（水曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

郷
土
博
物
館
年
中
行
事

◇
節
分

　

節
分
に
古
民
家
で
豆
ま
き
を

し
ま
せ
ん
か
。

　
 

２
月
３
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
（
三
〇
分
程
度
）

◇
ひ
な
ま
つ
り

　

ひ
な
人
形
を
展
示
し
ま
す
。

２
月　

日
�
午
前　

時
か
ら
は

２６

１０

古
民
家
の
か
ま
ど
で
温
め
た
甘

酒
を
用
意
し
ま
す
（
な
く
な
り

次
第
終
了
）。

　
 

２
月
８
日
�
〜
３
月
５
日

�
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
月

曜
日
、
第
三
木
曜
日
休
館
）

☆

　
 

郷
土
博
物
館
（
大
宮
１
―

　

―
８
） 

一
〇
〇
円
（
観
覧

２０料
。
中
学
生
以
下
無
料
） 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

同
館
�
３

３
１
７
‐
０
８
４
１ 

車
で
の

来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル
く

ら
ぶ
―
き
れ
い
に
カ
エ
ル
隊

　
 

２
月
４
日
�
午
前
９
時
〜

　

時
（
雨
天
実
施
） 

阿
佐
谷

１０地
区
＝
集
合
場
所
＝
区
役
所
青

梅
街
道
側
玄
関
前
、
清
掃
場
所

＝
中
杉
通
り
・
青
梅
街
道
沿
い

▽
高
円
寺
地
区
＝
集
合
場
所
＝

高
円
寺
障
害
者
交
流
館
前
（
高

円
寺
南
２
―　

―　

）、清
掃
場

２４

１８

所
＝
高
円
寺
南
四
丁
目
信
号
か

ら
青
梅
街
道
ま
で 

無
料 

・

 

電
話
で
、
環
境
課
内
す
ぎ
な

時時場

費

申

問
他

時

場
費

申

問

み
環
境
カ
エ
ル
く
ら
ぶ
事
務
局

へ 

�
軍
手
を
お
持
ち
の
方
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
�
身
軽
な
服

装
で
お
願
い
し
ま
す
�
当
日
、

荷
物
置
き
場
は
あ
り
ま
せ
ん

須
�
木
の
実
＆
レ
オ
ナ

ル
ド
・
ガ
レ
ア
ッ
ツ
ィ 

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

―
イ
タ
リ
ア
の
香
り
を
あ
な

た
へ
Ⅲ

　
 

４
月　

日
�
午
後
２
時
開

２３

演（
１
時　

分
開
場
／
区
後
援
）

３０

 

勤
労
福
祉
会
館
（
桃
井
４
―

３
―
２
） 

出
演
＝
須
�
木
の

実（
ソ
プ
ラ
ノ
）、レ
オ
ナ
ル
ド
・

ガ
レ
ア
ッ
ツ
ィ
（
バ
リ
ト
ン
）、

相
田
久
美
子
（
ピ
ア
ノ
）、
須
�

由
紀
子
（
合
唱
指
導
）、
ヴ
ォ
ラ

ー
レ（
合
唱
）▽
曲
目
＝
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト「『
ド
ン
・
ジ
ョ
バ
ン
ニ
』

さ
あ
、
手
を
取
り
合
っ
て
」、

「『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』伯
爵
の

ア
リ
ア
」、
ガ
ス
タ
ル
ド
ン
「
禁

じ
ら
れ
た
歌
」、
ベ
ル
デ
ィ
「
ナ

ブ
ッ
コ
」
合
唱
ほ
か 

二
五
〇

〇
円 

チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始
＝

２
月
３
日
�
午
後
１
時
〜
▽
チ

ケ
ッ
ト
販
売
窓
口
＝
文
化
・
交

流
協
会
文
化
係
（
上
荻
３
―　
２９

―
５
杉
並
会
館
内
）
※
初
日
は

電
話
予
約
の
み
、
区
役
所
一
階

コ
ミ
ュ
か
る
シ
ョ
ッ
プ
、
地
域

区
民
セ
ン
タ
ー
（
営
業
時
間
な

ど
は
文
化
・
交
流
協
会
文
化
係

�
５
３
１
１
‐
７
０
３
５
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
） 

ヴ

他時
場

内

費

申

問

ォ
ラ
ー
レ
事
務
局
・
須
�
�
３

３
９
８
‐
３
５
１
７

�
す
ぎ
の
き
生
活
園 

陶
芸
作
品
展

　

利
用
者
の
個
性
豊
か
な
作
品

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
 

２
月　

日
�
〜　

日
�
午

２１

２４

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
（　

３０

２４

日
は
午
後
３
時
ま
で
） 

区
役

所
一
階
ロ
ビ
ー 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

す
ぎ
の
き

生
活
園
�
３
３
９
９
‐
８
９
５

３�
す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
 

２
月　

日
�
午
前　

時
〜

１９

１０

午
後
３
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻

窪
・
情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
荻

窪
５
―　

―　

） 

区
内
在
住
・

１５

１３

在
勤
の
方
（
業
者
不
可
） 

一

二
区
画
（
抽
選
） 

無
料 

往

復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
で
、

２
月
９
日
（
必
着
）
ま
で
に
す

ぎ
な
み
環
境
情
報
館
（
〒　

‐
１６７

０
０
５
１
荻
窪
５
―　

―　

あ

１５

１３

ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
内
）
へ 

同

館
�
３
３
９
８
‐
３
１
９
１

�
わ
が
町
探
訪
と
自
然
観
察 

善
福
寺
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
 

２
月　

日
�
午
前
９
時

２５

（
集
合
）
〜
正
午
（
解
散
、
雨

天
中
止
／
区
後
援
） 

善
福
寺

公
園
バ
ス
停（
善
福
寺
二
丁
目
・

集
合
）
↓
大
谷
戸
橋
ま
で
の
約

時

場

費

申

問

時

場

対

定

費

申問

時

場

五
� 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方 

三
〇
名 

三
〇
〇
円

 

・ 

電
話
で
、
み
ど
り
の
善

福
寺
川
を 
愛 
で
る
会
事
務
局
・

め

重
久
�
３
３
１
８
‐
７
１
７
２

へ
（
先
着
順
）

杉
並
教
育
と
文
化
の
つ
ど
い

　
 

２
月　

日
�
午
後
１
時　

１８

３０

分
〜
４
時　

分
（
１
時
開
場
／

３０

区
後
援
） 

高
円
寺
会
館
（
高

円
寺
北
２
―
１
―
２
） 

第
一

部
＝
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
・

手
話
ダ
ン
ス
▽
第
二
部
＝
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
青
年

の
今
と
私
た
ち
の
子
育
て
・
教

育
」 

都
留
文
科
大
学
教
授
・

佐
藤
隆 

区
内
在
住
・
在
勤
の

方 

二
五
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

杉
並
教
育
と
文
化
の
つ
ど
い
実

行
委
員
会
�
３
３
９
９
‐
８
７

１
９
�
３
３
９
９
‐
３
８
５
５

民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会

　
 

２
月　

日
�
午
後
１
時

１３

（
０
時　

分
開
場
／
区
共
催
）

３０

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

・ 

式
典
、
民
生

２２

３２

委
員
・
児
童
委
員
に
よ
る
ふ
れ

あ
い
コ
ー
ラ
ス
、
研
修
発
表
、

講
演
（
臨
床
児
童
精
神
医
学
研

究
所
所
長
・
山
崎
晃
資
） 

三

〇
名 

無
料 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

保
健
福
祉
部
管
理
課
地

域
福
祉
係 

手
話
通
訳
あ
り

�
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー 

ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
善
意
を

社
会
福
祉
へ

　
 

２
月
４
日
�
〜　

日
�
午

１２

前　

時
〜
午
後
６
時
（
初
日
は

１０
午
後
１
時
〜
、
最
終
日
は
午
後

４
時
ま
で
／
区
後
援
） 

ハ
イ

ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東

３
―　

―
７
）、東
京
ゴ
ル
フ
専

１１ 対
定

費

申

問
時

場

内

師
対

定

費

申

問

時
場

内

師

定

費

申

問

他

時

場

門
学
校
（
教
場　

ゴ
ル
フ
コ
ー

２１

ス
） 

ゴ
ル
フ
用
品
、
用
具
・

日
用
品
の
即
売
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
イ
ベ
ン
ト
（
競
技
会
・
レ
ッ

ス
ン
会
ほ
か
） 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

バ
ザ
ー
実
行
委
員
会

�
３
３
３
４
‐
７
１
１
１

地
域
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
０
６

　

地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
教
育

活
動
と
区
立
中
学
校
の
職
場
体

験
学
習
の
取
り
組
み
の
紹
介
や

学
校
支
援
の
た
め
に
地
域
で
で

き
る
こ
と
を
提
言
し
ま
す
。

　
 

２
月　

日
�
午
前　

時
〜

１０

１０

午
後
５
時
（
９
時　

分
開
場
）

３０

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

・ 

・ 

右
下
表

２２

３２

の
と
お
り 

無
料 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

教
育
委
員
会
事
務

局
庶
務
課
ま
た
は
指
導
室 

�

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
�
託
児
を
希
望
す
る
方
は
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
１
歳

〜
就
学
前
）

杉
並
チ
ャ
リ
テ
ィ
寄
席

　
 

２
月　

日
�
午
後
２
時
開

１８

演（
１
時　

分
開
場
／
区
後
援
）

３０

 

産
業
商
工
会
館
三
階
（
阿
佐

谷
南
３
―
２
―　

）
※
エ
レ
ベ

１９

ー
タ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん 

出
演

＝
立
川
文
都
、
立
川
志
の
吉
ほ

か 

区
内
在
住
の
方 

一
五
〇

名
程
度 

無
料 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

�
杉
並
法
人
会
�
３

３
１
２
‐
０
９
１
２

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立

促
進
講
習
会

　
 

２
月　

日
�
・　

日
�
い

２５

２６

ず
れ
も
午
前
９
時　

分
〜
午
後

３０

内

申

問

時
場

内

師

定

費

申

問

他

時
場

内

対

定

費

申

問

時

４
時　

分（
計
二
回
／
区
後
援
）

３０

 

高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
） 

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た

映
像
の
パ
ソ
コ
ン
処
理
や
フ
ァ

イ
ル
の
整
理
な
ど 

区
内
在
住

の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
で
、
パ

ソ
コ
ン
の
文
字
入
力
と
マ
ウ
ス

操
作
が
で
き
る
方 

一
六
名

（
抽
選
） 

五
〇
〇
円 

往
復

ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
で
、

２
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
鳥

１０

海
悦
（
〒　

‐
０
０
３
４
桃
井

１６７

１
―　

―
２
）
へ 

母
子
寡
婦

２５

福
祉
団
体
連
合
会
・
鳥
海
�
３

３
９
０
‐
０
５
８
６
ま
た
は
金

井
�
３
３
１
３
‐
１
４
３
６ 

託
児
あ
り
（
無
料
）

�
四
宮
Ｉ
Ｔ
サ
ロ
ン
一
周
年

記
念
講
座 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
教
室

―
自
分
も
家
族
も
守
ろ
う

　
 

２
月　

日
�
�
午
前　

時

２５

１０

〜
正
午
�
午
後
１
時
〜
３
時 

四
宮
Ｉ
Ｔ
サ
ロ
ン
（
上
井
草
２

―　

―
３
四
宮
敬
老
会
館
内
）

２８

 

体
験
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

危
険
っ
て
ど
ん
な
も
の
が
あ
る

の
？
▽
講
習
会
＝
安
全
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
つ
き
あ
う
方
法

場

内

対
定

費

申

問

他

時

場

内

を
学
ぼ
う
・
考
え
よ
う 

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
さ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

各
回
二
〇
名 

無
料 

・ 

電

話
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
ら
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
�
３
２
２
０
‐
５
４

２
２
へ
（
先
着
順
）

団
塊
の
世
代
・
高
齢
者
の

再
就
職
必
勝
セ
ミ
ナ
ー
・

実
践
編

　
 

２
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２２

３
時 

高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー（
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
）

 

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
中
村

康
雄
ほ
か 

お
お
む
ね　

歳
以

５５

上
の
方 

三
〇
名 

無
料 

往

復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
で
、

２
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
Ｎ

１０

Ｐ
Ｏ
法
人 
竹  
箒 
の
会
杉
並
支
部

た
け 
ぼ
う
き

（
〒　

‐
０
０
１
２
和
田
２
―

１６６

　

―
３
）
へ
（
先
着
順
） 

同

２１法
人
・
川
井
�
・
�
３
８
１
３

‐
２
１
０
３

も
の
忘
れ
予
防
教
室

　
 

・ 

・ 

２
月　

日
�
＝

１６

講
義
「
認
知
症
予
防
の
た
め
の

生
活
習
慣
」（
吉
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・

宇
野
正
威
）
▽　

日
�
＝
筋
ト

２３

レ
「
フ
リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー
体
操

師

定

費

申

問

時
場

師

対
定

費

申問

時

内

師

と
歯
つ
ら
つ
体
操
」（
豊
島
区
認

知
症
予
防
グ
ル
ー
プ
「
グ
ッ
ト

ネ
ス
」・
宇
田
川
道
子
ほ
か
）
▽

　

日
�
＝
脳
ト
レ「
頭
脳
旅
行
」

２７▽
３
月
６
日
�
＝
「
四
日
間
の

ま
と
め
」
／
い
ず
れ
も
午
後
１

時　

分
〜
３
時　

分（
計
四
回
）

３０

３０

 

高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー 

区

内
在
住
で
、
も
の
忘
れ
が
気
に

な
る
全
回
参
加
で
き
る
方 

三

〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

ハ
ガ

キ
（
記
入
例
参
照
）
で
、
２
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
高
井
戸

１０保
健
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０

１６８

７
２
高
井
戸
東
３
―　

―
３
）

２０

へ 

同
セ
ン
タ
ー
�
３
３
３
４

‐
４
３
０
４

�
郷
土
史
講
座 

お
も
し
ろ
漢
字
の
歴
史 

「
漢
字
の
普
及
」
続
編

　
 

２
月　

日
�
午
後
１
時　

１９

３０

分
〜
４
時
（
区
後
援
） 

セ
シ

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

漢
字
研
究
家
（
日
本
漢
字
能

力
検
定
一
級
）・
藤
井
迪
昭 

八

〇
名 

五
〇
〇
円
（
杉
並
郷
土

史
会
会
員
三
〇
〇
円
） 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

杉
並
郷
土
史

会
・
原
田
弘
�
３
３
１
２
‐
６

６
２
３

場

対定

費

申

問時

場

師

定

費

申

問

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢も記入

〈郵便ハガキ〉

�行事名

�住所

�氏名（フリガナ）

�年齢

�電話番号

（原則１人１枚）

入

例

記

〈地域教育フォーラム２００６〉
定 員内容・講師時　間

５００名

開会式、基調講演「学校と地域
の連携～教育に支援を惜しま
ない地域社会づくり」
日本女子大学教授・田中雅文

午前１０時～
　　１１時３０分

�地域がつくる学校

１００名
地域による学校支援の取り組
み事例（桃井第四小学校、三谷
小学校、和田中学校ほか）

午後０時３０分
　～２時３５分

各地域
３０名

地域別討論会「地域による学校
支援のあり方」（４地域）

午後２時５０分
　～４時２０分

�職場体験学習

５００名

区における職場体験学習の取
り組みと成果
職場体験学習の実践報告（大
宮・泉南・天沼中学校）
実践報告に対する指導・助言
大東文化大学助教授・苅宿俊文

午後０時３０分
　　　～２時

５００名

パネルディスカッション「地域
と共同したキャリア教育の推
進」
コーディネーター＝苅宿俊文

午後２時５分
　～３時５分

５００名中学生による討論会「私たちに
とっての職場体験学習」

午後３時２０分
　～４時２０分
※�と�は同時進行。

５００名

閉会式、各部会からの発表（地
域がつくる学校、職場体験学
習）、中学生による討論会のま
とめを発表、フォーラムテーマ
ソングの発表（ゲストミュージ
シャン＝ＥＰＯ）

午後４時３０分
　　　～５時
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（
抽
選
） 

三
万
二
五
〇
〇
円

（
テ
キ
ス
ト
代
・
登
録
料
含
む
）

 

・ 

電
話
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

さ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
�
３
２
２

０
‐
５
４
２
２
へ 

定
員
に
満

た
な
い
場
合
は
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す

�
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ

ミ
ナ
ー 

あ
な
た
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の 

管
理
委
託
契
約
は
大
丈
夫
？

　
 

２
月　

日
�
午
後
１
時　

１８

３０

分
〜
４
時　

分（
区
共
催
） 

阿

３０

佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
阿

佐
谷
南
１
―　

―　

） 

講
演

４７

１７

と
個
別
相
談
会 

マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
士 

区
内
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
区
分
所
有
者 

五
〇
名 

無

料 

・ 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
で
、住
所
・

参
加
者
名
・
電
話
番
号
・
マ
ン

シ
ョ
ン
名
・
個
別
相
談
会
へ
の

参
加
希
望
の
有
無
・
質
問
事
項

を
書
い
て
、
２
月　

日
ま
で
に

１４

杉
並
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会

（
〒　

‐
０
０
１
３
堀
ノ
内
１

１６６

―　

―
６
㈱
ラ
イ
フ
ィ
ッ
ク
ス

１２
内
�
３
３
１
１
‐
６
１
２
０（
水

曜
日
を
除
く
）
�
３
３
１
４
‐

６
５
０
９
�s

u
g
in
a
m
im
a

n
k
a
n
@
y
a
h
o
o
.c
o
.jp

）
へ

（
先
着
順
） 費

申

問

他

時

場
内

師

対

定

費

申

問

０
�s

h
a
k
y
o
-c
@
c
ity
.s
u

g
in
a
m
i.lg
.jp

）へ 

同
セ
ン

タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

 

託
児
あ
り
（
お
お
む
ね
１
歳

以
上
・
定
員
あ
り
）

カ
ラ
ダ
の
気
持
ち
を 

聞
い
て
み
よ
う
！

　

く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
の
性
に

関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

す
。
個
別
相
談
も
で
き
ま
す
。

　
 

２
月　

日
�
午
後
４
時　

１８

３０

分
〜
６
時　

分 

児
童
青
少
年

３０

セ
ン
タ
ー 

バ
ー
ス
・
セ
ン
ス

研
究
所
・
大
葉
ナ
ナ
コ 

高
校

生
の
方 

二
〇
名 

無
料 

直

接
、児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー（
荻

窪
１
―　

―
３
）
へ
（
先
着
順
。

５６

空
き
が
あ
れ
ば
当
日
で
も
可
）

 

同
セ
ン
タ
ー
事
業
係
�
３
３

９
３
‐
４
７
６
０

�
杉
の
樹
大
学
公
開
授
業 

ア
タ
マ
を
や
わ
ら
か
に
！

　

ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
の
楽

し
い
お
話
で
す
。

　
 

２
月　

日
�
午
前　

時
〜

２３

１０

正
午 

杉
の
樹
ホ
ー
ル
（
高
井

戸
東
３
―
７
―
５
高
齢
者
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
内
） 

元
関
東

医
療
学
園
講
師
・
本
間
淑
文 

区
内
在
住
の
方 

五
〇
名
（
先

着
順
） 

無
料 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
杉
の
樹

カ
レ
ッ
ジ
�
３
３
３
４
‐
０
９

２
８

�
区
民
企
画
事
業 

こ
れ
か
ら
の
夫
婦
学
講
座

―
夫
婦
が
向
き
合
っ
て
地
域

を
生
き
る

　
 

２
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２５

４
時 

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

）

４７

１７

 

お
や
じ
の
腕
ま
く
り
事
務
局

長
・
千
葉
恭
弘 

区
内
在
住
・

問

他
時

場

師

対

定

費

申

問
時

場

師

対

定

費

申

問

時
場

師

対

在
勤
の
方 

五
〇
名 

無
料 

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス（
３

面
記
入
例
参
照
）で
、２
月　

日
１４

（
必
着
）ま
で
に
男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー（
〒　

‐
０
０
５
１
荻

１６７

窪
１
―　

―
３
�
３
３
９
３
‐

５６

４
７
１
４
）へ 

同
セ
ン
タ
ー

�
３
３
９
３
‐
４
４
１
０

介
護
予
防
教
室

◇ 
口  
腔 
ケ
ア
教
室

こ
う 
く
う

　
 

２
月　

日
�
午
後
１
時　

１０

３０

分
〜
３
時　

分 

堀
ノ
内
松
ノ

３０

木
会
議
室
（
松
ノ
木
３
―
３
―

４
） 

正
し
い
口
腔
ケ
ア
の
知

識
と
口
腔
リ
ハ
ビ
リ 

デ
ン
タ

ル
コ
ム
ス
ン
歯
科
衛
生
士
・
加

来
英
子 

区
内
在
住
の
方 

三

〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、

ケ
ア　

松
ノ
木
�
３
３
１
８
‐

２４

０
１
５
１
へ
（
先
着
順
）

◇
笑
っ
て
楽
し
く
脳
い
き
い
き

　

運
動
が
苦
手
な
方
で
も
簡
単

に
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
閉
じ
こ
も
り
や
認
知

症
を
予
防
し
ま
す
。

　
 

２
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１７

３
時　

分 

上
井
草
ふ
れ
あ
い

３０

の
家
（
上
井
草
３
―　

―　

）

３３

１０

 

日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
専
任
講
師
・
鈴
木
京
子 

三

〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、

ケ
ア　

上
井
草
�
３
３
９
６
‐

２４

０
０
２
４
へ
（
先
着
順
）

�
介
護
者
教
室 

ご
存
じ
で
す
か
？ 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と

　
 

２
月　

日
�
午
前　

時
〜

２１

１１

正
午 
 

浴
風
会
・
本
館
二
階

会
議
室
（
高
井
戸
西
１
―　

―
１２

１
） 
 

浴
風
会
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
・

石
井
記
恵
子 

区
内
在
住
の
方

 

三
〇
名 

無
料 

・ 

電
話

で
、
ケ
ア　

高
井
戸
�
３
３
３

２４ 定

費

申

問

時

場

内

師

対

定

費

申

問

時

場

師

定

費

申

問

時
場
（ 福 ）

師
（ 福 ）

対

定

費

申

問

４
‐
２
４
９
５
へ
（
先
着
順
）

�
家
族
介
護
教
室 

便
秘
を
防
い
で
快
適
に
！

　
 

２
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１４

３
時　

分 

上
井
草
ふ
れ
あ
い

３０

の
家
（
上
井
草
３
―　

―　

）

３３

１０

 

排
便
の
仕
組
み
や
排
便
障
害

の
ケ
ア
と
予
防 

コ
ン
チ
ネ
ン

ス
ジ
ャ
パ
ン
�
・
梶
原
敦
子 

高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る
方

と
関
心
の
あ
る
方 

二
五
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
上
井
草

ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
３
９
４
‐

９
８
３
１
へ
（
先
着
順
）

�
家
族
介
護
者
教
室 

有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
選

ぶ
際
の
ポ
イ
ン
ト
―
こ
れ

か
ら
入
所
を
考
え
て
い
る
方
へ

　
 

２
月　

日
�
午
後
１
時　

１５

３０

分
〜
３
時 

天
沼
会
議
室
（
天

沼
２
―　

―　

） 

あ
い
け
あ
・

３０

１０

日
本
有
料
老
人
ホ
ー
ム
紹
介
セ

ン
タ
ー 

区
内
在
住
の
方 

三

〇
名 

無
料 

電
話
で
、
ケ
ア

　

荻
窪
北
�
５
３
３
５
‐
５
８

２４８
１
へ
（
先
着
順
）

シ
ニ
ア
情
報
生
活
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座

　

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
使
い
方
や
楽
し
み
方
を
、

主
に
高
齢
者
に
指
導
し
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
の
資
格
を
取
得
す

る
講
座
で
す
。
受
講
後
は
、
四

宮
Ｉ
Ｔ
サ
ロ
ン
な
ど
の
活
動
に

参
加
で
き
ま
す
。

　
 

・ 

右
下
表
の
と
お
り 

四
宮
Ｉ
Ｔ
サ
ロ
ン
（
上
井
草
２

―　

―
３
四
宮
敬
老
会
館
内
）

２８

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
ら
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト 

区
内
在
住
・
在
勤
で
日

常
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｅ

メ
ー
ル
を
利
用
し
て
い
る
お
お

む
ね　

歳
以
上
の
方 

一
〇
名

５０
時

場

内

師

対

定

費

申

問

時

場

師

対

定

費

申

時

内

場

師

対

定

セ
ラ
ー
・
河
村
葉
子
）
▽　

日
１７

�
＝
自
分
を 
癒 
や
す
デ
イ
リ

い

ー
・
ラ
イ
フ
（
調
理
実
演
・
試

食
あ
り
）
／
い
ず
れ
も
午
後
１

時　

分
〜
４
時
（
計
三
回
） 

３０
高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
円

寺
南
３
―　

―　

） 

区
内
在

２４

１５

住
・
在
勤
の　

〜　

歳
代
の
更

４０

５０

年
期
特
有
の
症
状
に
悩
む
女
性

で
全
回
参
加
で
き
る
方 

二
五

名 

三
〇
〇
円
（
食
材
費
） 

・

 

電
話
で
、
高
円
寺
保
健
セ
ン

タ
ー
�
３
３
１
１
‐
０
１
１
６

へ
（
先
着
順
）

�
家
庭
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム 

育
て
よ
う
！ 

心
を
つ
な
ぐ
ク
ロ
ー
バ
ー

　
 

２
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２５

４
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
―　

―　

） 

・ 

左
表
の

２２

３２

と
お
り 

家
庭
教
育
に
関
心
の

あ
る
方
、
家
庭
学
級
を
開
催
し

た
団
体 

六
〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
３
面
記
入
例

参
照
）
で
、
２
月　

日
（
必
着
）

１７

ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―

１６６

　

―　

�
３
３
１
７
‐
６
６
２

２２

３２

場

対
定

費

申

問
時

場

内

師

対定

費

申

食
代
、
二
回
分
） 

・ 

電
話

で
、
高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー
�

３
３
３
４
‐
４
３
０
４
へ
（
先

着
順
）

�
年
代
別
健
康
教
室 

ゆ
る
体
操

　
 

�
２
月　

日
�
�　

日
�

２０

２７

い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時　

分
（
ど
ち
ら
か
一
日
） 

３０
荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
５

―　

―
１
） 

運
動
科
学
総
合

２０
研
究
所
・
下
瀬
仁
史 

区
内
在

住
・
在
勤
の
方 

各
二
五
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
荻
窪
保

健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
１
‐
０

０
１
５
へ
（
先
着
順
） 

運
動

し
や
す
い
服
装
で
、上
履
き（
運

動
靴
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

あ
き
ら
め
て
ま
せ
ん
か
？ 

い
き
い
き
過
ご
そ
う
更
年
期

―
こ
れ
か
ら
の
あ
な
た
へ

　
 

・ 

・ 

２
月　

日
�
＝

１０

更
年
期
障
害
っ
て
？
▽　

日
�

１５

＝
こ
こ
ろ
を
軽
く
！
自
分
の
た

め
の
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
（
敬

愛
ビ
ジ
ネ
ス
学
院
心
理
カ
ウ
ン

申

問

時

場

師

対

定

費

申

問

他

時

内

師

�
健
康
づ
く
り
自
主
グ
ル
ー

プ
共
同
企
画 

や
っ
ぱ
り
こ
わ
い
高
血
圧

　

「
適
塩
」
を
目
指
し
た
手
軽

で
お
い
し
い
料
理
の
紹
介
と
調

理
の
実
演
で
す
。

　
 

２
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２７

４
時 

和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー

（
和
泉
４
―　

―
６
） 

救
世

５０

軍
ブ
ー
ス
記
念
病
院
・
金
子
攻

 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方 

三

〇
名 

二
〇
〇
円
（
食
材
費
）

 

・ 

電
話
で
、
和
泉
保
健
セ

ン
タ
ー
�
３
３
１
３
‐
９
３
３

１
へ
（
先
着
順
）

�
地
域
健
康
づ
く
り
運
動
指

導
者
講
習 

運
動
指
導
を 

も
っ
と
楽
し
く
的
確
に

　

健
康
危
機
管
理
や
効
果
的
な

運
動
指
導
を
学
び
ま
す
。

　
 

２
月　

日
�
・　

日
�
、３

２１

２８

月
７
日
�
い
ず
れ
も
午
前
９
時

時
場

師

対

定

費

申

問
時

　

分
〜　

時　

分
（
計
三
回
）

３０

１１

３０

 

杉
並
保
健
所（
荻
窪
５
―　
２０

―
１
） 

①
安
全
で
効
果
的
な

運
動
と
体
の
仕
組
み
②
健
康
危

機
管
理
に
つ
い
て（
Ａ
Ｅ
Ｄ
ほ

か
）③
体
の
ゆ
が
み
を
と
る
運

動 

川
崎
市
立
看
護
短
期
大
学

助
教
授
・
西
端
泉
ほ
か 

区
内

で
運
動
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
団
体
の
代
表
者 

二
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
杉
並
保

健
所
健
康
推
進
課
�
３
３
９
１

‐
１
０
１
５
へ（
先
着
順
）

男
性
の
バ
ラ
ン
ス
食
講
座

　
 

・ 

２
月　

日
�
＝
買
い

２０

物
か
ら
食
事
づ
く
り
に
挑
戦
・

バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
事
と
は
▽　
２７

日
�
＝
食
事
づ
く
り
・
健
康
な

お
口
で
毎
日
い
き
い
き
／
い
ず

れ
も
午
前
９
時　

分
〜
午
後
３

３０

時
（
計
二
回
） 

高
井
戸
保
健

セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３
―　
２０

―
３
） 

区
内
在
住
・
在
勤
の

方 

二
〇
名 

八
〇
〇
円
（
昼

場

内

師

対

定

費

申

問

時

内

場

対

定

費

〈家庭教育フォーラム　育てよう！心をつなぐクローバー〉
内　容　・　講　師時　間

基調講演「親が学ぶことの大切さ」
目白大学教授・中野　由美子

午後１時
　　　～２時

リラックスタイム「親子体操」（予定）２時１０分
　～２時２５分

グループ懇談・家庭学級の成果や課題、日
ごろの家庭教育活動について
「未来（あす）へつなげるメッセージ」作成

２時２５分
　　　～４時

〈シニア情報生活アドバイザー養成講座〉
内　容日　時

序論／パソコン操作の基礎２月１２日�全日
インターネットの利用１９日�午前
講義案を作成しよう２６日�午前
講師を体験してみよう３月５日�午前
活動のための基礎知識／活
用方法を考えよう　　１９日�全日

認定試験／活用方法の発表２６日�午前
※時間は、午前＝９時３０分～午後０時３０分、全日
＝午前９時３０分～午後４時３０分。

土曜日のパパママ学級
３月１１日�午後１時～４時
高井戸保健センター（〒１６８-００７２
 高井戸東３‐２０‐３�３３３４‐４３０４）

３月４日�午後１時～４時
和泉保健センター（〒１６８-００６３
和泉４‐５０‐６�３３１３‐９３３１）

 ２４組 【締切】２月２４日（必着）定 １６組 【締切】２月１７日（必着）定

　 ビデオ、もく浴実習、情報交換など 区内在住で当日妊娠２８週以
上の初産のカップル 無料 往復ハガキに２人の氏名・住所・電話番
号・出産予定日を書いて、各保健センターへ 応募多数の場合、出産
予定日などで調整あり

内 対
費 申

他

２
月
１
日
〜
７
日
は
生
活
習
慣
病
予
防
週
間
で
す

内
臓
脂
肪　

減
ら
し
て
防
ぐ
生
活
習
慣
病

◆
生
活
習
慣
改
善
行
動
目
標

①
一
日
の
運
動
量
を
増
や
す

　

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
よ
り
階
段

を
、
自
転
車
よ
り
歩
き
を
。

②
楽
し
み
な
が
ら
自
分
に
合
っ

た
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る

　

一
日
二
〇
分
程
度
の
運
動

を
、ま
ず
は
週
一
〜
二
回
か
ら
。

③
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
で
腹

八
分
目
を
心
が
け
る

　

野
菜
は
一
日
五
皿
。
砂
糖
が

多
い
料
理
や
間
食
は
要
注
意
。

④
外
食
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
推
奨
店

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑤
禁
煙
や
タ
バ
コ
の
本
数
を
減

ら
し
ま
し
ょ
う

　

喫
煙
は
、
が
ん
や
動
脈
硬
化

な
ど
の
危
険
因
子
で
す
。
こ
れ

を
機
に
禁
煙
、せ
め
て
節
煙
を
。

⑥
節
酒
を
心
が
け
る

　

夜
食
や
晩
酌
は
控
え
め
に
。

週
に
二
回
は
休
肝
日
に
。

 
方
南
・
和
泉
・
永
福
地
域
ヘ
ル

シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
推
奨
店（
方
南
・

永
福
地
域
健
康
を
応
援
す
る

会
）
期
間
限
定
イ
ベ
ン
ト

　

２
月
１
日
〜　

日
、
冬
野
菜

２８

の
健
康
効
果
を
テ
ー
マ
に
、
期

間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
や
健
康
・
栄

養
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　
 

杉
並
保
健
所
健
康
推
進
課

�
３
３
９
１
‐
１
０
１
５

問



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院・サミットストア・コープとうきょう・サークル
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す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館

◇
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

環
境
学
習
の
支
援
や
技
能
向

上
に
役
立
つ
講
座
で
す
。

　
 

・ 

必
修
科
目
＝
２
月
９

日
�「
地
球
環
境
の
今
を
知
る
」

「
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
と

仕
掛
け
」、
３
月　

日
�
「
講
座

１８

講
師
の
役
割
」
▽
選
択
科
目
＝

２
月　

日
�
〜
３
月　

日
�
に

１９

２５

行
わ
れ
る
八
講
座
の
う
ち
、
二

科
目
以
上
を
受
講
（
詳
細
は
環

境
情
報
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
://w
w
w
.k
a
n
k
y
o
u
.

c
ity
.s
u
g
in
a
m
i.to
k
y
o
.j

p

を
ご
覧
に
な
る
か
、
資
料
を

ご
請
求
く
だ
さ
い
） 

す
ぎ
な

み
環
境
情
報
館
、
ス
ト
ッ
プ
お

ん
だ
ん
館
（
港
区
神
谷
町
）
ほ

か 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方 

二
〇
名 

無
料
（
選
択

科
目
の
一
部
で
実
費
負
担
あ

り
）

◇
人
と
自
然
に
や
さ
し
く
な
れ

　

る
対
話
式
絵
本
の
読
み
聞
か

　

せ

　
 

２
月　

日
�
午
前　

時　

１８

１０

３０

分
〜
正
午 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻

窪
・
環
境
学
習
室 

「
て
ぶ
く

ろ
」、「
つ
る
の
お
ん
が
え
し
」

ほ
か 

こ
ど
も
の
成
長
を 
護 
る
ま
も

杉
並
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
・
井

原
太
一
ほ
か 

２
歳
〜
小
学
生

と
そ
の
保
護
者
（
大
人
だ
け
の

時

内

HP

場

対
定

費

時

場

内

師

対

参
加
も
可
） 

二
五
名 

無
料

◇
講
演
会「
省
エ
ネ
と
住
ま
い
」

　

③
―
屋
上
緑
化

　
 

２
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１８

４
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・

環
境
学
習
室 

宇
都
宮
大
学
野

生
植
物
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
教

授
・
倉
持
仁
志 

区
内
在
住
・

在
勤
の
方 

三
〇
名 

無
料

◇
か
ん
き
ょ
う
講
演
会
「
お
も

　

し
ろ
い
鳥
た
ち
の
行
動
」

　
 

２
月　

日
�
午
前
９
時　

１９

３０

分
〜
午
後
０
時　

分 

柏
の
宮

３０

公
園
（
浜
田
山
２
―
５
―
１
）

 

フ
リ
ー
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
・

柚
木
修 

区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方 

二
五
名 

一
〇
〇

円
（
保
険
料
）

◇
四
季
の
公
園
を
楽
し
む
―
冬

　

芽
観
察
と
木
の
実
ク
ラ
フ
ト

　
 

２
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２０

３
時
（
雨
天
の
場
合
は
２
月　
２１

日
�
同
時
間
に
延
期
） 

柏
の

宮
公
園 

環
境
省
自
然
公
園
指

導
員
・
山
室
京
子 

区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方 

二
〇
名 

一
〇
〇
円
（
保
険
料
）

☆

　
 

・ 

電
話
で
（
学
校
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
は
２
月
６
日

ま
で
）、す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館

（
荻
窪
５
―　

―　

あ
ん
さ
ん

１５

１３

ぶ
る
荻
窪
内
�
３
３
９
８
‐
３

１
９
１
）
へ
（
い
ず
れ
も
先
着

順
）

定

費

時
場

師
対

定

費

時

場

師

対
定

費

時

場

師

対
定

費

申

問

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

◇
大
工
さ
ん
に
習
お
う

　

廃
材
を
利
用
し
て
ミ
ニ
チ
ェ

ア
を
作
り
ま
す
。

　
 

２
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１９

４
時 

六
名
（
抽
選
） 

三
〇

〇
円

◇
古
布
か
ら
ぞ
う
り
づ
く
り

　

古
い
布
を
裂
い
て
履
き
心
地

の
よ
い
ぞ
う
り
を
作
り
ま
す
。

　
 

２
月　

日
�
・　

日
�
い

２１

２８

ず
れ
も
午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

　

分
（
計
二
回
） 

一
〇
名（
抽

３０選
） 

五
〇
〇
円☆

　
 

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井

戸 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入

例
参
照
）
で
、
２
月
９
日
（
必

着
）
ま
で
に
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ

ば
高
井
戸
（
〒　

‐
０
０
７
２

１６８

高
井
戸
東
３
―
７
―
４
）
へ 

同
ひ
ろ
ば
�
３
３
３
１
‐
４
３

６
０
（
水
・
木
曜
日
休
館
）

�
す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル
く

ら
ぶ
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会 

我
が
家
の
省
エ
ネ
に
挑
戦

　

毎
月
第
二
火
曜
日
に
、
暮
ら

し
に
役
立
つ
省
エ
ネ
事
例
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
 

２
月　

日
�
午
前　

時　

１４

１０

３０

分
〜
午
後
４
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ

る
荻
窪
（
荻
窪
５
―　

―　

）

１５

１３

 

冷
蔵
庫
の
上
手
な
選
び
方
と

使
い
方 

区
内
在
住
・
在
勤
の

方 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場

へ 

寺
田
�
３
２
２
３
‐
７
３

６
７

�
小
児
生
活
習
慣
病
予
防
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム 

知
っ
て
ま
す
か
？
子
ど

も
の
生
活
習
慣
に
イ
エ

ロ
ー
カ
ー
ド
！

　
 

２
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１６

時
定

費

時

定

費
場申

問

時

場

内

対

費

申

問時

５
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
―　

―　

） 

・ 

左
上
表

２２

３２

の
と
お
り 

五
〇
〇
名 

無
料

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

学
務

課
保
健
給
食
係

�
自
主
グ
ル
ー
プ
共
同
企
画

犯
罪
被
害
に
巻
き
込
ま
れ

た
子
ど
も
を
守
る
た
め
に

　
 

２
月
８
日
�
午
前　

時　
１０

３０

分
〜
午
後
０
時　

分 

荻
窪
保

３０

健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
５
―　

―
２０

１
） 

�
被
害
者
支
援
都
民
セ

ン
タ
ー
相
談
員
・
阿
久
津
照
美

 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方 

六

〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、

荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９

１
‐
０
０
１
５
へ
（
先
着
順
）

�
高
井
戸
西
い
き
が
い
応
援
館 

夕
焼
け
サ
ロ
ン

　
 

２
月　

日
�
午
後
６
時
〜

２２

８
時 

い
き
が
い
応
援
館
（
高

井
戸
西
１
―　

―
５
高
井
戸
西

１７

敬
老
会
館
内
） 

神
崎
先
生
の

ジ
ャ
ズ
談
義
③ 

高
千
穂
大
学

教
授
・
神
崎
浩 

二
〇
名
（
先

着
順
） 

一
〇
〇
〇
円
（
茶
菓

付
き
） 

当
日
、
直
接
会
場
へ

場

内

師

定

費

申

問

時

場

師

対

定

費

申

問

時
場

内師定

費申

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
竹
箒
の
会
・
川

井
�
・
�
３
８
１
３
‐
２
１
０

３
�k

a
w
a
ik
@
th
e
m
is
.o

c
n
.n
e
.jp

�
障
害
者
福
祉
会
館 

手
話
講
習
会

　
 

・ 

・ 

左
表
の
と
お
り

 

障
害
者
福
祉
会
館 

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
で
高
校
生
以

上
の
方
（
年
間
を
通
し
て
受
講

で
き
る
方
） 

無
料
（
教
材
費

は
自
己
負
担
） 

往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
記
入
例
参
照
）
に
希
望

ク
ラ
ス（
昼
・
夜
間
部
別
含
む
）、

在
勤
・
在
学
者
は
勤
務
先
ま
た

は
学
校
の
所
在
地
・
名
称
も
書

い
て
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま

２０

で
に
障
害
者
福
祉
会
館
運
営
協

議
会
事
務
局
（
〒　

‐
０
０
７

１６８

２
高
井
戸
東
４
―　

―
５
）
へ

１０

 

同
事
務
局
�
３
３
３
２
‐
６

１
２
１
�
３
３
３
５
‐
３
５
８

１ 

初
級
ク
ラ
ス
は
申
し
込
み

多
数
の
場
合
抽
選
、
中
級
と
通

訳
者
養
成
ク
ラ
ス
（
基
本
・
応

用
）は
３
月
５
日
�
に
選
考（
面

接
）。詳
細
は
申
込
者
に
通
知
し

ま
す

問
時

内

定

場

対

費
申

問
他

〈障害者福祉会館　手話講習会〉
定員対　象クラス日　時
５０名手話学習経験のない方初級

【昼間部】
４月８日～
１９年３月３日
の毎週土曜
日、午前１０時
～正午
（計３８回・応
用のみ３２回）

４０名手話学習経験１年程度の
方中級

３０名手話学習経験２年以上で
手話通訳者をめざす方

通訳者養成
基本

２０名
手話学習経験３年以上
で、来年杉並区手話通訳
者認定試験を受験する方

通訳者養成
応用

５０名手話学習経験のない方初級
【夜間部】
４月６日～
１９年３月１日
の毎週木曜
日、午後７時
～９時
（計３８回）

４０名手話学習経験１年程度の
方中級

３０名手話学習経験２年以上で
手話通訳者をめざす方

通訳者養成
基本

２０名中途失聴の方（後天的に
聴覚障害者となった方）
および難聴の方

初級中途失
聴・難
聴者 ２０名中級

※夏季、年末年始などには休講する場合があります。

�区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇ユニカール
　 ２月２６日�午後１時～５時 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２） 区内在住・
在勤・在学で小学３年生以上の方 ７５名 ２０円（保険料） ・ ハガキまたは
ファクス（３面記入例参照）で、団体の方はチーム名と連絡責任者の住所・氏
名・電話番号も書いて、２月１４日（必着）までにユニカーニバル実行委員会・高
橋悦子（〒１６６‐００１３堀ノ内３‐１‐１９�・�３３１３‐１９５５）へ（先着順／電話は
午後６時～１０時） 運動できる服装で上履きをお持ちください
�区民体育祭冬季大会
◇スケート
　 ３月１９日�午前７時４５分～９時４５分 明治神宮外苑アイススケート場（新宿
区霞ケ丘５番地） 種目＝中学生、高校生、一般の男子＝５００ｍ／中学生、高校
生、一般の女子＝３００ｍ／小学生男子・女子（各低・高学年別）、４５歳以上、６０歳
以上男子、３５歳以上女子＝２００ｍ／ファミリーリレー（小学生１人・１００ｍとその
家族１人・２００ｍの２人組） 区内在住・在勤・在学の方（公認登録者を除く）
 無料 申込書（区立体育施設にあります）を２月２８日（必着）までに区スケー
ト連盟・柴田誥三（〒１６７‐００３２天沼１‐４４‐９）へ郵送または持参 同連盟・
柴田�３３９１‐８５９３（月～金曜日の午後７時～９時） �帽子、手袋は必ずご用意
ください�無料の貸スケート靴があります
�都民体育大会予選会
◇バドミントン
　 ３月２６日�＝男子・女子ＡＢランク、４月１日�＝女子Ｃランク以下／いず
れも午前９時～ 上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐１） 種目＝男子・
女子複 区内在住・在勤・在学の方（女子は区内在クラブも可） １００組 １人
につき連盟登録者は１５００円、未登録者は２０００円を郵便局「００１３０‐８‐７２４１１７杉
並区バドミントン連盟」へ振り込み 受領証のコピーと申込書（区立体育館にあ
ります）を３月８日（必着）までに区バドミントン連盟・宇田川孝（〒１６６‐００１５

時 場 対
定 費 申 問

他

時 場
内

対
費 申

問
他

時
場 内

対 定 費

申

成田東４‐３８‐２０ミカドスポーツ内）へ郵送 同連盟・宇田川�３３１３‐８５５１（午
前１０時～午後５時）

�サッカ－を語ろう
　いよいよサッカーワールドカップ開催の年です。超ベテランサッカー記者が世
界サッカーの潮流や日本代表について熱く語ります。（区後援）
　 �２月１８日��２５日�いずれも午後４時～６時 上井草スポーツセンター
（上井草３‐３４‐１） 東京新聞社・財徳健治 各６０名 各回２０００円 ・ 電
話、ファクスまたはＥメ－ル（３面記入例参照）に希望回と性別も書いて、前日
までにＮＰＯ法人杉並アヤックスサッカークラブ�・�５９３０‐０９５０�suginami‐
ajax@jcom.home.ne.jpへ（先着順）
�いきいき健康アドバイス
　運動機能測定で体力年齢を算出し、専門員があなたに合った運動計画（�成人
病予防�シェイプアップ�体力アップ）を作成し健康づくりのお手伝いをします。
　 ２月１９日�午前９時～午後６時 上井草スポーツセンター・トレーニングル
ーム（上井草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方 ２０組（個人
または２人組可） ４００円（入場料） ・ 電話で、希望受付時間（受付時間は
午前９時～２０分ごとに１組）を上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ（先着順）
 受付から終了まで約１時間かかります
�障害者のためのわいわいスポーツ教室（ミニ運動会）
　障害の程度の重い方のための楽しいスポーツ教室です。
　 ３月１８日�午前１０時～正午 上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐１） 
区内在住・在勤・在学の１５歳以上で障害の程度の重い方 ４０名（抽選） 無料
 申込書（社会教育スポーツ課〈区役所東棟６階〉、福祉事務所、区立体育施設
にあります）を郵送または持参で、２月１４日（必着）までに社会教育スポーツ課
へ 同課 �一般の交通機関の利用が困難な方は、リフト付きバスの送迎が利用
できます�当日参加者と一緒に楽しんでいただけるボランティアの方を募集して
います

問

時 場
師 定 費 申 問

時 場
対 定

費 申 問

他

時 場 対
定 費

申

問 他

競技大会

その他

〈小児生活習慣病予防シンポジウム〉
講　師内　容

日本大学板橋病院小児
科助教授

岡田知雄

心血管病の予
防は、小児が
主役

�児童育成協会子ども
の城事業本部長

羽崎泰男

楽しい運動遊
びで肥満の予
防

和洋女子大学大学院副
学長　　　　坂本元子

食事と小児生
活習慣病予防

都立広尾病院小児科医
長

原光彦

小児肥満に伴
う健康障害と
内臓脂肪蓄積
の意義

司会＝岡田知雄、�杉
並区医師会理事・岩�
由紀夫、パネラー＝羽
崎泰男、坂本元子、原光
彦、松ノ木小学校教師・
佐藤達哉、NPO法人す
ぎなみ栄養と食の会・
早崎敦子

パネルディス
カッション

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
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つ　

〜　

歳
の
方
▽
給
与
な
ど

２３

４５

＝
保
健
師
＝
三
〇
万
八
〇
〇
〇

円
、
看
護
師
＝
二
九
万
六
〇
〇

〇
円
（
昇
給
年
一
回
・
賞
与
年

二
回
）▽
そ
の
他
＝
社
会
保
険
・

民
間
福
利
厚
生
団
体
加
入
。
交

通
費
支
給 

・ 

ア
ー
ス
サ
ポ

ー
ト
�
人
事
部
採
用
グ
ル
ー

プ
・
山
成
�
３
３
７
７
‐
５
１

０
０
へ

申

問

東
棟
一
階
）
へ
郵
送
ま
た
は
持

参 

同
課
介
護
予
防
推
進
担
当

�
消
費
者
セ
ン
タ
ー 

消
費
生
活
相
談
員（
嘱
託
員
）

　
 

勤
務
期
間
＝
４
月
１
日
か

ら
一
年
間（
五
回
ま
で
更
新
可
）

▽
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時　

分
（
実
働
八
時

１５

間
）、月
一
六
日
勤
務
▽
資
格
＝

消
費
生
活
専
門
相
談
員
ま
た
は

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資

格
を
も
つ　

歳
未
満
の
方
▽
月

６０

額
報
酬
＝
約
一
四
万
五
〇
〇
〇

円
〜
（
年
齢
に
応
じ
て
加
算
あ

り
。　

歳
＝
約
一
八
万
八
〇
〇

３０

〇
円
）
▽
募
集
人
数
＝
若
干
名

▽
そ
の
他
＝
交
通
費
支
給
。
社

会
保
険
加
入
。
有
給
休
暇
、
健

問内

康
診
断
あ
り 

写
真
を
は
っ
た

履
歴
書
と
志
望
の
動
機
（
書
式

は
自
由
、
四
〇
〇
字
程
度
）
を
、

２
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
消

１４

費
者
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０

１６７

５
１
荻
窪
５
―　

―　

あ
ん
さ

１５

１３

ん
ぶ
る
荻
窪
三
階
）
へ
郵
送
ま

た
は
持
参 

同
セ
ン
タ
ー
�
３

３
９
８
‐
３
１
４
１

�
ケ
ア　

浜
田
山 

２４

保
健
師
・
看
護
師

　
 

勤
務
時
間
＝
午
前
９
時
〜

午
後
７
時
（
実
働
八
時
間
・
交

替
制
）、四
週
八
休
▽
勤
務
場
所

＝
ケ
ア　

浜
田
山
（
浜
田
山
１

２４

―　

―
３
）
▽
資
格
＝
地
域
ケ

３６
ア
、
地
域
保
健
の
経
験
が
あ
る

保
健
師
・
看
護
師
の
資
格
を
も

申
問

内

☆

　
 

杉
並
障
害
者
福
祉
会
館

（
高
井
戸
東
４
―　

―
５
�
３

１０

３
３
２
‐
６
１
２
１
�
３
３
３

５
‐
３
５
８
１
）

高
齢
者
支
援
ワ
ー
カ
ー

（
嘱
託
員
）

　
 

介
護
予
防
事
業
▽
勤
務
期

間
＝
４
月
１
日
か
ら
一
年
間
▽

勤
務
時
間
＝
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時　

分
（
月
一
六
日
勤

１５

務
）▽
勤
務
場
所
＝
敬
老
会
館
・

保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
▽
月
額
報

酬
＝
一
五
万
円
〜
（
年
齢
に
応

じ
て
加
算
あ
り
）
▽
資
格
＝
福

祉
系
の
専
門
学
校
以
上
の
卒
業

者
お
よ
び
卒
業
見
込
み
者
で　
５０

歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
方
▽
募
集
人

数
＝
若
干
名
▽
選
考
＝
筆
記

（
作
文
）・
面
接
（
応
募
多
数
の

場
合
一
次
書
類
選
考
あ
り
）
▽

そ
の
他
＝
社
会
保
険
加
入
。
交

通
費
支
給
。
有
給
休
暇
あ
り 

写
真
を
は
っ
た
履
歴
書
を
、
２

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
高
齢

１５
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
課
（
区
役
所

問内

申

し
て
い
ま
す
。
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
形
式
の
登
録
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
 

２
月　

日
�
午
後
６
時　

２４

３０

分
〜
８
時　

分
、　

日
�
午
後

３０

２５

１
時　

分
〜
４
時 

杉
並
Ｎ
Ｐ

３０

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　
４７

―　

四
階
） 

二
〇
名
（
団
体

１７
も
可
） 

無
料 

・ 

電
話
で
、

杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
�
５
３
０

６
‐
３
９
３
９
へ

�
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー 

た
ん
ぽ
ぽ
園 

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

　

発
達
に
遅
れ
や
そ
の
心
配
の

あ
る
お
子
さ
ん
の
た
め
の
通
園

施
設
の
保
育
補
助
で
す
。

　
 

勤
務
期
間
＝
４
月
１
日
か

ら
一
年
間（
二
回
ま
で
更
新
可
）

▽
勤
務
時
間
＝
月
〜
金
曜
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
（
実
働

五
時
間
）
▽
資
格
＝
保
育
士
ま

た
は
幼
稚
園
教
諭
の
有
資
格
者

で　

歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
方
▽
時

４０
給
＝
一
二
一
〇
円
▽
募
集
人
数

＝
若
千
名
▽
そ
の
他
＝
交
通
費

支
給
（
月
額
一
万
円
限
度
） 

写
真
を
は
っ
た
履
歴
書
を
、
２

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
こ
ど

１０
も
発
達
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０

１６８

０
７
２
高
井
戸
東
１
―　

―
１８

５
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参 

同

時

場

定

費

申

問

内

申
問

セ
ン
タ
ー
�
５
３
１
７
‐
５
６

６
１

障
害
者
福
祉
会
館

◇
生
活
リ
ハ
ビ
リ
・
在
宅
者
交

流
事
業
利
用
者

　

疾
病
な
ど
に
よ
り
心
身
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
障
害
の

あ
る
方
を
対
象
に
通
所
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
通
所
が

困
難
な
方
は
送
迎
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
ま
す
。

　
 

利
用
手
続
き
の
流
れ
＝
�

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
＝
同
会
館
で
受
付
・
面
接
↓

福
祉
事
務
所
へ
支
援
費
支
給
申

請
↓
決
定
・
受
給
者
証
交
付
↓

契
約
�
そ
れ
以
外
の
方
＝
同
会

館
で
受
付
・
面
接
↓
会
館
へ
利

用
申
請
↓
利
用
承
認
（
申
請
者

の
負
担
能
力
に
応
じ
て
利
用
者

負
担
額
を
お
支
払
い
い
た
だ
き

ま
す
） 

・ 

右
下
表
の
と
お

り 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
（
３
面

記
入
例
参
照
）ま
た
は
直
接
、２

月　

日（
必
着
）ま
で
に
同
館
へ

２８
◇
各
種
電
話
相
談

　

同
館
内
の
障
害
者
地
域
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
立
や

就
労
、
進
路
、
医
療
、
当
事
者

相
談
な
ど
を
月
〜
土
曜
日
に
受

け
付
け
て
い
ま
す
（
当
事
者
相

談
は
電
話
予
約
制
）。医
療
に
つ

い
て
は
、
専
門
医
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

内

対

定

申

子
ど
も
た
ち
の
絵
や
写
真

　

「
す
ぎ
な
み
子
ど
も
・
子
育

て
メ
ッ
セ
」（
３
月　

日
�
開

１２

催
）
に
展
示
す
る
、
就
学
前
の

子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
絵
や
、

活
動
を
紹
介
す
る
写
真
を
募
集

し
ま
す
。

　
 

参
加
方
法
＝
絵
や
作
品
を

は
っ
た
模
造
紙
大
程
度
の
台
紙

を
メ
ッ
セ
前
日
に
指
定
さ
れ
た

場
所
に
展
示
、
メ
ッ
セ
当
日
に

撤
去
。
団
体
の
紹
介
も
で
き
ま

す 

区
内
で
活
動
し
て
い
る
団

体
・
グ
ル
ー
プ
・
施
設
・
企
業

な
ど 

無
料 

台
紙
の
数
を
確

認
の
う
え
、
電
話
で
、
２
月　
１５

日
ま
で
に
児
童
課
子
ど
も
青
少

年
係
へ 

同
係

特
技
さ
ん
大
募
集

　

医
療
・
高
齢
者
・
障
害
者
施

設
の
行
事
で
特
技
（
手
品
・
南

京
玉
す
だ
れ
・
腹
話
術
・
ダ
ン

ス
・
落
語
・
書
道
・
手
芸
な
ど
）

を
披
露
し
て
く
だ
さ
る
方
を
探

内対
費

申

問

〈生活リハビリ事業・在宅交流者事業〉
対　象　者期間など事業名（定員）

心身に障害があり病院から退院
したばかりの方、在宅で家に閉
じこもりがちの方、または医師
が必要と認める方

区内在住
で通所可
能な１８歳
以上６５歳
未満の右
記の方

１年間
前半週２
回・後半
週１回

生活リハビリ
事業（１０名）

心身に障害があり、外出の機会
や仲間づくり、憩いの場を探し
ている方（原則として介護保険
の対象とならない方）

１年間
週１回

在宅者交流
事業（若干名）

豪雪に遭われている小千谷市に
見舞金を届けました

　区と防災相互援助協定を締結して
いる小千谷市が、この冬の２０年ぶり
という豪雪により災害救助法の適用
を受けました。
　１月１９日�、区と区議会からの見
舞金として５０万円を届けました。

 総務課問

１７年度区民健診 ･がん検診のお知らせ
区内在住で、職場などに健(検)診の機会がない方が対象。※入院、加療中の方は受診できません。

問い合わせは、杉並保健所健康推進課�３３９１‐１０１５

備　　　考費用受診
場所受診期間対象年齢（１８年

３月３１日現在）健（検）診名

【申込締切】郵送受付＝誕生月の２カ
月前から翌月末まで、窓口受付＝受診
期間内の受診できる日まで 
申込みの必要がない方�次の方には誕
生月の前月末に受診票を送ります�６５
歳の方�６４歳以下で１５・１６年度に区民
健診を受診した方�６６歳以上で１４～１６
年度に区民健診を受診した方

無料指定医
療機関

誕生月の１
日 ～ 末 日
（誕生月に
受診できな
かった場合
は誕生月の
翌 々 月 ま
で）

３０歳以上

区民健診
（同時に
大腸がん
検診も受
けられま
す）

【申込み】区民健診を受診する際に医
師にご相談ください。
�前立腺がん検査だけの受診は不可�
他区での受診不可

７００
円

区内の
指定医
療機関

区民健診と
同時に受診
できます

５０・５５・６０・６５・７０
歳

前立腺
がん検査

【郵送申込締切】
２月１０日�（必着）
【窓口受付】
受診期間内は杉並保健所２階健康推進
課窓口で受け付けます
（電話での申込は不可）

１０００
円

指定医
療機関

２月２８日
まで

２０歳以上で偶数
年齢または奇数
年齢で１６年度受
診していない方

子宮がん
検　診

４０歳以上で
偶数年齢

乳がん
検　診

X線検査の集団検診。定員４０名。
【申込締切】受診希望日の２週間前の
火曜日（必着）
【申込み先】杉並区医師会（下記参照）

１０００
円

杉並保
健所３
階がん
検診室

３月２日～
２５日の木・
金・土曜日
午前９時～
午前中

３５歳以上
３月の
胃がん
検　診

次の方は申込みをご遠慮ください��胃の手術を受けたことがある�現在、胃およ
び十二指腸の疾病治療中または経過観察中�妊娠中または妊娠の可能性がある�約
１年以内に胃がん検診（血清ペプシノーゲン検査を含む）を受けた

※がん検診の受診費用は、受診する窓口でお支払いください。生活保護世帯の方は、費用が免除されます
ので、事前に健康推進課へお問い合わせください。（要申請）

申込方法（ハガキは健（検）診ごとに１人１枚。乳がん・子宮がんは１枚で可）健（検）診名
【記入内容】�○○健（検）診希望�住所�氏名（フリガナ）�生年月日（年齢）
�性別（乳がん、子宮がんは不要）�電話番号
【あて先】〒１６７‐００５１荻窪５‐２０‐１杉並保健所健康推進課

区民健診
乳がん
子宮がん

【記入内容】�胃がん検診希望�住所�氏名（フリガナ）�生年月日（３月３１日現
在の満年齢）�性別�電話番号�受診希望日（第３希望まで）
【あて先】〒１６６‐０００４阿佐谷南３‐４８‐８杉並区医師会胃がん検診担当

胃がん

１１～１２月のご寄付
（敬称略・順不同）

【みどりの基金】杉並の環境を
よくする会＝９，６２０円�新日本
婦人の会杉並支部カンナグルー
プ＝３，０００円【福祉】裏千家淡交
会東京第七西支部＝５０，０００円�
東京朝鮮第九初級学級教育会ア
ボジ会オモニ会＝３０，０００円�す
ぎなみ青い鳥＝４０５，６６８円�学
校法人織田学園＝５０，０００円【Ｎ
ＰＯ支援基金】匿名＝１，０００，０００
円�すぎなみＮＰＯのつどい実
行委員会＝５８５，３６４円�匿名＝
１０，０００円�小原二郎＝２０，０００円

ありがとうございました
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１８（２００６）年�月�日（水曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

さ
ざ
ん
か
ね
っ
と
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
（
集
会
施
設
）
第
三
版

　

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
・
区
民

集
会
所
・
区
民
会
館
な
ど
で
登

録
し
て
い
る
団
体
代
表
者
・
個

人
に
各
一
冊
、
本
日
か
ら
配
布

し
ま
す
。
今
回
は
、
施
設
の
新

設
・
廃
止
と
利
用
に
際
し
て
の

お
願
い
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
 

地
域
課
地
域
施
設
係

�
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調

査
を
実
施
す
る
方
へ 

調
査
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す

　

調
査
を
実
施
す
る
前
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し　

年
１７

度
に
限
り
、　

年
４
月
１
日
以

１７

降
に
実
施
し
た
調
査
も
対
象
に

な
り
ま
す
。
助
成
期
間
は
３
月

　

日
ま
で
で
す
（
３
月　

日
ま

３１

３１

で
に
完
了
報
告
書
の
提
出
が
可

能
な
調
査
に
限
り
ま
す
）。

　

な
お
、
補
助
金
の
交
付
は
先

着
順
で
す
。

　
 

左
表
の
と
お
り 

申
請
書

な
ど
は
環
境
課
（
区
役
所
西
棟

七
階
）
に
あ
り
ま
す
。
区
ホ
ー

問内

申

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り
出
せ
ま

す 

環
境
課
公
害
対
策
係　

２
月
の
出
張
教
育
相
談
室

　
 

２
月
９
日
�
午
前
９
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時 

井

草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
下
井

草
５
―
７
―　

） 

区
内
の
幼

２２

児
、
小
・
中
学
生
の
保
護
者
と

関
係
者 

無
料 

前
日
ま
で
に

電
話
で
、
済
美
教
育
セ
ン
タ
ー

�
５
３
７
８
‐
０
９
６
１
へ
予

約 

同
セ
ン
タ
ー 

当
日
会
場

で
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

証
明
書
自
動
交
付
機
の

臨
時
休
止

　

区
役
所
内
の
通
信
回
線
保
守

作
業
工
事
の
た
め
、
２
月　

日
１１

�
は
区
内
一
六
カ
所
の
証
明
書

自
動
交
付
機
を
全
日
休
止
し
ま

す
。

　
 

区
民
課
証
明
係

高
井
戸
東
一
丁
目
地
区 

地
区
計
画
を
定
め
ま
し
た

　

１
月　

日
�
に
都
市
計
画
決

２３

定
し
、
告
示
を
し
ま
し
た
。
今

後
、
計
画
区
域
内
で
は
地
区
施

設
の
整
備
や
高
さ
の
最
高
限

度
、
壁
面
の
位
置
の
制
限
、
敷

問時

場

対

費

申

問

他

問

地
面
積
の
最
低
限
度
な
ど
建
築

物
な
ど
に
関
す
る
制
限
に
よ

り
、
防
災
・
減
災
に
配
慮
し
、

周
辺
地
域
と
調
和
し
た
み
ど
り

豊
か
で
良
好
な
住
環
境
の
形
成

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
防
火
規
制
の

指
定
を
行
い
ま
す
。

　
 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
た

は
都
市
計
画
課

家
族
介
護
者
に
ヘ
ル
パ

ー
研
修
受
講
料
を
助
成

し
ま
す

　

家
族
介
護
の
経
験
を
生
か
し

て
、
将
来
、
区
内
で
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
と
し
て
働
く
こ
と
を
希

望
す
る
方
に
、
訪
問
介
護
員
養

成
研
修
の
受
講
料
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

　
 

助
成
額
＝
上
限
三
万
円

（
受
講
料
が
教
材
費
を
含
む
場

合
は
教
材
費
を
差
し
引
い
た

額
）
▽
募
集
人
数
＝
二
〇
名 

次
の
�
〜
�
を
す
べ
て
満
た
す

方
／
�
区
内
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
申
請
時
か
ら
過
去
一
年
間

に
三
親
等
内
の
親
族
で
介
護
保

険
第
一
号
被
保
険
者
（
第
二
号

被
保
険
者
で
、
特
定
疾
病
に
該

当
す
る
方
を
含
む
）
を
三
カ
月

以
上
介
護
し
て
い
る
、
ま
た
は

介
護
し
て
い
た
方
�　

年
度
中

１７

に
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
二
級

ま
た
は
三
級
課
程
を
受
講
し
修

了
認
定
を
受
け
た
方
※
修
了
証

書
の
日
付
が
、　

年
４
月
１
日

１７

〜　

年
３
月　

日
ま
で
の
方
が

１８

３１

対
象
で
す
�
将
来
、
区
内
で
訪

問
介
護
員
と
し
て
働
く
こ
と
を

希
望
す
る
方
※
厚
生
労
働
省
所

管
の
教
育
訓
練
給
付
金
受
給
者

は
対
象
外
で
す 

保
健
福
祉
部

管
理
課
（
区
役
所
東
棟
三
階
）

へ
次
の
�
〜
�
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
／
�
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ

問内

対

申

タ
な
ど
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）

�
受
講
料
の
領
収
書
（
教
材
費

な
ど
の
金
額
が
わ
か
る
も
の
）

�
修
了
証
明
書
�
介
護
を
受
け

て
い
る
方
の
介
護
保
険
被
保
険

者
証
�
振
込
先
銀
行
口
座
が
確

認
で
き
る
も
の
（
郵
便
局
は
不

可
） 

保
健
福
祉
部
管
理
課

�
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
永
福
」

入
居
希
望
者
説
明
会

　

４
月　

日
�
、
永
福
三
丁
目

２０

に
開
設
し
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
と
は
、
家
庭
的
な
環
境
の

中
で
で
き
る
だ
け
自
立
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
に
よ
り
、
認
知

症
の
進
行
を
穏
や
か
に
し
、
そ

の
人
ら
し
い
生
活
を
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
 

２
月　

日
�
午
後
１
時　

１９

３０

分
〜
３
時 

永
福
ふ
れ
あ
い
の

家
（
永
福
２
―　

―　

） 

区

１４

２０

内
在
住
の
方
、
認
知
症
の
高
齢

者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
お
よ

び
介
護
医
療
専
門
職
の
方 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
新
し
い
ホ
ー
ム
を
つ
く
る
会

�
３
３
１
３
‐
６
１
８
８

★
心
に
響
く
や
さ
し
い
音
楽
会

ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
回
避
す
る

に
は
？

　
 

２
月　

日
�
午
後
１
時　

１８

３０

分
開
演 

東
田
中
学
校
（
成
田

東
３
―　

―　

） 

出
演
＝
上

１９

１７

坂
学
（
フ
ル
ー
ト
）、
大
内
洋
介

（
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
）、
近
藤
盟
子

（
ピ
ア
ノ
）
▽
曲
目
＝
「『
歌
の

翼
』
に
よ
る
幻
想
曲
作
品　

‐
１７

１
」
ほ
か 

区
内
在
住
の
方 

二
〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

往

復
ハ
ガ
キ（
３
面
記
入
例
参
照
・

問
時

場

対申

問

時

場

内

対

定

費

申

二
名
ま
で
連
記
可
）
で
、
２
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
成
田
青

１２少
年
育
成
委
員
会
・
堤
紀
子（
〒

　

‐
０
０
１
５
成
田
東
４
―　

１６６

３１

―
２
）へ 

天
野
�
３
３
１
１
‐

３
１
６
１

★
地
域
福
祉
活
動
費
助
成
金

（
第
一
次
）助
成
団
体
の
募
集

　

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
地
域
福
祉
の
振
興
の
た
め

に
、
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の

募
金
を
も
と
に
、
地
域
福
祉
を

推
進
す
る
活
動
と
団
体
の
立
ち

上
げ
を
助
成
し
ま
す
。

　
 

福
祉
施
設
・
当
事
者
団
体

＝
地
域
福
祉
活
動
費
と
し
て
一

団
体
三
〇
万
円
以
内
、
非
営
利

団
体
＝
地
域
福
祉
活
動
費
と
団

体
設
立
の
準
備
経
費
と
し
て
一

団
体
三
〇
万
円
以
内
（
年
間
総

事
業
費
の　

％
以
内
）
▽
申
込

７５

期
間
＝
２
月　

日
�
〜　

日
�

１５

２８

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
） 

・

 

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会
に

電
話
予
約
の
う
え
、
申
込
用
紙

（
同
協
議
会
で
配
布
）を
直
接
、

同
協
議
会
（
荻
窪
５
―　

―　
１５

１３

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
五
階
�
５

３
４
７
‐
１
０
１
７
）
へ

問

内

申

問

★
�
杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

◇
区
民
向
け
講
習
会

　
 

２
月　

日
�
・　

日
�
い

１５

１７

ず
れ
も
午
前　

時
〜
正
午 

杉

１０

並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

荻
窪
分
室（
荻
窪
２
―　

―
３
）

２９

 

包
丁
研
ぎ 

区
内
在
住
の
方

 

各
日
一
〇
名 

無
料 

電
話

で
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
（
先
着
順
）

◇
家
事
援
助
・
育
児
支
援
な
ど

　
 

�
家
庭
内
の
掃
除
、洗
濯
、

買
物
、
食
事
の
支
度
�
高
齢
者

の
付
添
い
・
話
相
手
�
お
子
さ

ん
（
２
歳
く
ら
い
か
ら
）
の
送

迎
・
留
守
番
�
ペ
ッ
ト
の
え
さ

や
り
・
犬
の
散
歩
�
産
前
産
後
・

病
後
な
ど
の
家
事
援
助
�
臨
時

に
病
院
へ
の
付
添
い
、
薬
の
受

け
取
り
代
行
な
ど 

�
�
�
の

継
続
的
な
仕
事
＝
一
時
間
八
八

〇
円
〜
九
九
〇
円
�
＝
一
回
一

一
〇
〇
円
〜
一
六
五
〇
円
�
�

の
短
期
的
な
仕
事
＝
三
時
間
三

八
五
〇
円

☆

　
 

�
杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
２
２

１
７ 時

場

内

対

定

費

申

内

費

問

〈アスベスト調査費用の助成〉
区内にある次の建築物と付属施設�居
住用の戸建住宅又は共同住宅�事業用
の建築物�民間の保育・教育施設など

対象
建築物

飛散の危険性のある吹付けアスベスト
の使用実態を判断するための次の調査
�目視調査�成分分析調査�空気環境
測定調査

対象調査

補助金額＝調査経費合計額の２分の１ 

対象者・
補助金額

限度額対象建築物など対象者

１５万円居住用住宅所有者・居住
者

３０万円

分譲共同住宅
（共用部分）

分譲共同住宅
の管理者

事業用建築物中小企業者
民間の保育・
教育施設など

右記施設の所
有者・経営者

（注）１．補助金の申請は対象建築物について１回限
りです。２．対象建築物を賃貸で居住または使用
している方が調査を実施する時は所有者の承諾
が必要です。

　

１
月　

日
�
、
東
京
地
方

１７

裁
判
所
で
、
住
基
ネ
ッ
ト
受

信
義
務
確
認
等
の
請
求
に
関

す
る
訴
訟
に
つ
い
て
の
第
八

回
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
区
は
、
準
備
書
面
�
を

陳
述
し
、
証
拠
説
明
書
お
よ

び
甲
第　

号
証
か
ら
甲
第　

４１

４６

号
証
の
４
ま
で
を
提
出
し
ま

し
た
。
一
方
、
国
お
よ
び
都

は
、準
備
書
面
�
を
陳
述
し
、

証
拠
説
明
書
、
乙
第
９
号
証

の
１
か
ら
乙
第　

号
証
ま
で

１４

お
よ
び
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
今
回
で
口
頭
弁
論
は

終
結
し
、
３
月　

日
�
午
後

２４

１
時　

分
、
東
京
地
方
裁
判

１５

所
七
〇
八
号
法
廷
で
、
判
決

言
渡
し
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。

　

な
お
、
今
回
提
出
し
た
書

面
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
 

総
務
課
法
規
担
当

問

▼
住
基
ネ
ッ
ト
訴
訟
コ
ー
ナ
ー（
第
九
回
）▲

第
八
回
口
頭
弁
論

第
八
回
口
頭
弁
論

◇
募
集
戸
数

①
ポ
イ
ン
ト
方
式
（
家
族
向
の

み
）

　

抽
選
を
せ
ず
、
住
宅
に
困
っ

て
い
る
度
合
の
高
い
世
帯
か
ら

順
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

�
ひ
と
り
親
世
帯

�
高
齢
者
世
帯

�
心
身
障
害
者
世
帯

�
多
子
世
帯

�
特
に
所
得
の
低
い
世
帯

　
　
　
　
　
　
　

計
七
六
五
戸

�
車
い
す
使
用
者
世
帯
一
三
戸

②
単
身
者
向　
　
　

三
〇
一
戸

　
 
　

歳
以
上
の
方
、
身
体
障

５０

害
者
手
帳
一
〜
四
級
の
方
な
ど

③
単
身
者
用
車
い
す
使
用
者
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
戸

　
 

住
宅
内
の
移
動
に
車
い
す

を
必
要
と
し
て
い
る
身
体
障
害

者
手
帳
２
級
以
上
の
方

④
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
住
宅
（
高
齢

者
集
合
住
宅
）

�
単
身
者
向　
　
　
　

三
三
戸

�
二
人
世
帯　
　
　
　
　

六
戸

　
 
　

歳
以
上
の
方

６５

⑤
事
業
再
建
者
向
定
期
使
用
住

宅　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
戸

　
 

事
業
の
再
建
に
伴
い
、
自

己
の
所
有
す
る
住
宅
を
手
放
し

た
方
で
、
中
小
企
業
再
生
支
援

協
議
会
の
支
援
等
に
よ
り
再
生

計
画
の
策
定
完
了
な
ど
を
し
て

お
り
、
都
内
で
事
業
を
行
っ
て

い
る
中
小
企
業
の
経
営
者
で
あ

る
こ
と
な
ど

◇
共
通
の
申
込
資
格

�
都
内
に
三
年
以
上
居
住
す
る

成
年
者
で
、
そ
の
こ
と
が
住
民

票
な
ど
で
証
明
で
き
る
こ
と

対対対対

（
ポ
イ
ン
ト
方
式
の
車
い
す
使

用
者
世
帯
向
は
、
申
込
日
現
在

都
内
に
居
住
し
て
い
て
住
民
票

な
ど
で
証
明
で
き
る
こ
と
）

�
同
居
す
る
親
族
が
い
る
こ
と

（
単
身
者
向
を
除
く
）

�
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内

で
あ
る
こ
と

�
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
な

ど※
法
律
改
正
に
よ
り
一
部
変
更

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◇
申
込
用
紙
の
配
布

　
 

期
間
＝
２
月
１
日
�
〜　
１０

日
�
（
各
配
布
場
所
の
休
業
日

を
除
く
）▽
場
所
＝
住
宅
課（
区

役
所
西
棟
五
階
）、
福
祉
事
務

所
、
区
民
事
務
所
・
分
室
、
駅

前
事
務
所
。
区
役
所
で
は
、
夜

間
と
休
日
も
配
布
し
ま
す
（
事

業
再
建
者
向
は
、
開
庁
時
間
に

住
宅
課
の
み
で
配
布
し
ま
す
）

 

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

２
月　

日
ま
で
に
渋
谷
郵
便
局

１３

（
ポ
イ
ン
ト
方
式
・
事
業
再
建

者
向
は
東
京
都
住
宅
供
給
公
社

募
集
セ
ン
タ
ー
）
に
届
い
た
も

の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す 

東

京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン

タ
ー
�
０
５
７
０
‐
０
１
０
８

１
０
（
２
月　

日
ま
で
）、
�
３

１０

４
９
８
‐
８
８
９
４
（　

日
以

１１

降
）
ま
た
は
区
住
宅
課
（
い
ず

れ
も
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除

く
） 

公
営
住
宅
入
居
あ
っ
せ

ん
の
詐
欺
が
多
発
し
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

内
申

問

他

都
営
住
宅
入
居
者
募
集

都
営
住
宅
入
居
者
募
集



Implementation Dates: Sundays starting from
February 5 (Sun.)
Application Procedures/Location: Call the Suginami
City Large-sized Waste Reception Center (Tel: 5311-
5300) to make an appointment. Applications can also
be made via the Internet.
Handling Fee: Same as for collection on weekdays
Notes:
(1) Applications must be made no later than three days
before the desired collection date (on a first-come, first-
served basis).
(2) Changes or additions to applications must be made
no later than three days before the designated collection
date. Please note that changes or additions cannot be
made on the day of collection.
(3) Same-day inquiries must be made by calling the
Suginami City Large-sized Waste Reception Center no
later than 3:00 p.m.
(4) Sunday collections are made from 9:00 a.m. Please
take your large-sized garbage to the designated loca-
tion, such as the entrance area, no later than 9:00 a.m.
on the appointed collection day.
(5) Please note that since Sunday collection is conduct-
ed by a 2-ton dump truck, if the vehicle cannot pass
through your street because the street is narrow, collec-
tion will be made on a weekday.

Implementation Dates: Sundays starting from
February 5 (Sun.)
Application Procedures/Location: Call the Suginami
City Large-sized Waste Reception Center (Tel: 5311-
5300) to make an appointment. Applications can also
be made via the Internet.
Handling Fee: ¥200 per item (uniform fee)
Limit: Up to five items each time (up to six times per
year)
Note:
(1) Applications must be made no later than five days

before the desired date you would like to bring in your
item (on a first-come, first-served basis).
(2) The Suginami City Large-sized Waste Reception
Center will mail applicants a Large-sized Garbage
Resident Bring-In Reception Authorization Slip and a
Large-Sized Garbage Bring-In Location Map. Please
be sure to bring the Authorization Slip with you on the
day you bring in your item.
(3) Please show the Large-Sized Garbage Resident
Bring-In Reception Authorization Slip mailed by the
Suginami City Large-sized Garbage Reception Center
to the reception desk for identification purposes. Please
note that if you forget the Authorization Slip, you will
be asked to show some form of identification, such as a
driver’s license or health insurance card.
(4) Changes or additions to the application must be
made no later than five days before the designated col-
lection date. Please note that same-day changes or
additions cannot be made.
(5) You must bring in your item between 9:00 a.m. and
4:00 p.m. on the designated Sunday at the time for
which you applied.
(6) The Bring-In location is an area with heavy traffic.
Be sure to observe traffic regulations when coming to
and leaving the area. In addition, please follow the
instructions of the staff within the area.
(7) Similar to the regular collection of handling fees,
fees for bring-in items must be paid by purchasing
Large-sized Garbage Handling Fee Coupons in
advance and attaching one to each item before bringing
in your item. Large-sized Garbage Handling Fee
Coupons are not sold within the Bring-In location. In
addition, cash payments are not accepted.
(8) Same-day inquiries must be made by calling the
Suginami City Large-sized Waste Reception Center no
later than 3:00 p.m.

The Association for Culture and Exchange of Suginami
(ACES) organizes various fun events in which foreign resi-
dents are free to participate and people from around the
world, including Japanese, enjoy friendly exchanges. Please
join in!

Japan Day
Traditional Japanese dance, the tea ceremony and

flower arrangement that are not usually seen will be per-
formed for you to experience.
Date and time: February 4 (Sat.), 1:00 p.m.
Location: Hall for Industrial and Commercial Use (3-2-
19 Asagayaminami)
Fee: ¥500

Free professional consultations for foreign resi-
dents. No reservations necessary. All personal
information is kept strictly confidential.
Professionals such as a lawyer and administrative
scriveners offer consultations concerning problems con-
cerning foreigners, including international
marriages/divorce,  visas, various legal problems, social
insurance, work problems, problems about
education/schooling and tax matters. Interpreters are

available. Open to all; where you live does not matter.
Date and time: February 25 (Saturday), 1:00 to 4:00 p.m.
Place: Seción Suginami (1-22-32 Umezato)
Fee: Free
How to apply: No advance applications are needed. Come
to the site directly on the day of the event.

Japanese Speech Gathering
Foreigners who live in Japan will make a speech about

the things they feel in Japan and about their home coun-
tries. Japanese harp recitals will be performed. We are
happy to welcome all people. Please make reservations
by mail, fax or e-mail.
Date and time: March 5 (Sunday), from 1:30 p.m.
Location: Hall for Industrial and Commercial Use (3-2-
19 Asagayaminami)
Fee: Free 

ACES Counseling Services for Foreign
Residents

ACES offers free counseling on difficulties encountered
in everyday life.
Date and time: Fridays, 1:00 to 4:00 p.m. (except national
holidays)
Location: ACES (Minami-Asagaya Building 5F)

Languages: Japanese, English and Chinese (2nd & 4th
Friday) and Korean (3rd Friday) 
How to apply: In person, by telephone or by letter (mail or
fax)
Fee: Free

International Exchange Salon
The Salon is located on the International Exchange Floor

(5F) of the ACES office as a place where both foreign and
Japanese residents can enjoy free and open communication
with each other.
Hours: Mondays (except national holidays), 1:30 to 4:30 p.m.
Location: ACES International Exchange Floor,  Minami-
Asagaya Building 5F
Fee: Free
Other: Food and drinks are permitted at the International
Exchange Salon; political, religious or for-profit activities
are prohibited.

To apply, or for more information on the above, contact
ACES, Minami-Asagaya Building 5F, 1-14-2
Asagayaminami 166-0004.
Tel: 5378-8833   Fax: 5378-8844 
E-mail: aces@ck9.so-net.ne.jp
URL: http://members.jcom.home.ne.jp/sugibun/

Events Calendar (February through March)

This page provides information about the city in English for foreign residents living in Suginami City and appears regularly on Page 8 of this bulletin, published on the 1st
day of even-numbered months. The articles here were previously published in the Japanese newsletter Koho Suginami and other publications.
このページでは､杉並区に住む外国人の方に､英語で区の情報をお知らせしています(偶数月の1日号8ページに掲載)。なお､日本語版をご希望の方は広報課へ。

To promote the reduction of waste and recycling,
Suginami City has conducted the collection of
plastic by category over a sixth of the entire city.

Starting from April 1, this system of collection
will be expanded to up to a third of the entire city.
We look forward to everyone’s understanding and
cooperation in using our precious natural resources
and the waste disposal site with respect.

Inquiries:
Management of Public Sanitation Section,
Suginami Waste Collection Office, Tel: 3392-
7281
Suginami Waste Collection Office Honan Branch,
Tel: 3323-4571
Note: A guide with details will be distributed to
the new expansion area in connection with this.

Areas for the Collection of Plastic
(from April 1, 2006)

Inquiries:
Application for Collection of Large-sized Waste
Suginami City Large-sized Waste Reception Center
Tel: 5311-5300 (8:00 a.m. to 7:00 p.m.)
Fax: 5311-5303

From April 1 (Saturday),
Areas for the Collection of
Plastic by Category Will Be

Expanded

Collection
Day

Monday

Tuesday

Wednesday

Thursday

Friday

Saturday

Suginami Waste
Collection Office

Jurisdiction 

Areas currently conduct-
ing collection – Sanya
Town Council areas,
Imagawa 1- to 4-chome,
Momoi 1- to 4- chome

Naritahigashi 1- to 3-
chome, Naritanishi 1- and
2-chome

Shoan 1- to 3-chome,
Nishiogiminami 1- and 2-
chome

Igusa 1- to 3-chome,
Shimoigusa 4- and 5-
chome

Asagayakita 3- to 6-
chome

Miyamae 1- to 5-chome

Suginami Waste
Collection Office

Honan Branch
Jurisdiction 

Koenjikita 2- to 4-
chome

Izumi 3- and 4-
chome

Hamadayama 1- to
4-chome

Wada 1- and 2-
chome

Horinouchi 1- and
2-chome, Oomiya
1-chome

Eifuku 1- to 4-
chome

Large-Sized Garbage Services Will Be Expanded as of
February 5 (Sun.)

New Services such as Collection on Sundays and Resident Bring-In (Bringing in Large-Sized
Garbage using Your Own Private Vehicle to the Designated Site on Sundays Only) To Begin

Inquiries: Recycling Promotion Subsection, Management of Public Sanitation Section

Sunday Collection

Resident Bring-In

No. 1751       February 1 (Wednesday), 2006   8
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